
丸
山
眞
男
関
係
未
発
表
資
料
翻
刻

戦
中
丸
山
眞
男
・
小
山
忠
恕
書
簡

往
復

二
一
点

平
石
直
昭
・
川
口
雄
一
・
金
子
元
・
山
辺
春
彦
（
編
注
）

戦
中
丸
山
眞
男
・
小
山
忠
恕
書
簡
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て

本
稿
は
丸
山
眞
男
と
小
山
忠
恕
の
往
復
書
簡
を
翻
刻
し
た
も
の
で
す
。
小
山
忠

恕
は
丸
山
の
第
一
高
等
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
丸
山
ゆ
か
里
夫
人
の
実
兄
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
往
復
書
簡
は
、
二
人
の
親
密
な
交
流
を
活
き
活
き
と
伝
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
た
丸
山
の
書
簡
に
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら

四
〇
年
代
前
半
の
も
の
が
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
意
味
で
非
常
に
貴
重
な
資
料
と

い
え
ま
す
。
丸
山
が
徴
兵
検
査
を
う
け
た
時
期
な
ど
、
こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
伝

記
的
事
実
の
解
明
に
資
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
で
す
。

こ
の
翻
刻
は
、
丸
山
彰
氏
が
、
ご
自
身
が
収
集
さ
れ
た
丸
山
眞
男
書
簡
に
加
え

て
、
対
に
な
る
小
山
忠
恕
書
簡
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
文
中
掲
載
の
写
真
使
用
も
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
の

多
大
な
る
ご
尽
力
と
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
を
許
可
し

て
い
た
だ
い
た
小
山
忠
恕
著
作
権
継
承
者
の
吉
澤
安
子
氏
、
澤
田
朋
子
氏
、
最
上

厚
子
氏
、
馬
越
元
子
氏
、
中
村
直
子
氏
、
竹
中
宣
子
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

翻
刻
に
あ
た
り
、
丸
山
文
庫
前
顧
問
の
平
石
直
昭
氏
に
編
注
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ご
多
忙
中
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長

和
田
博
文

凡

例

一
、
書
簡
の
配
列
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
配
列
順
に
三
桁
の
書
簡
番
号
を
付
し

た
。
ま
た
、
書
簡
番
号
の
後
に
（

）
で
発
信
者
の
名
前
を
記
し
た
。（
丸
山
）

は
丸
山
眞
男
、（
小
山
）
は
小
山
忠
恕
を
指
す
。

二
、
か
な
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
促
音
は
小
書
き
で
統
一
し
た
。
書
簡

中
の
傍
点
、
傍
線
、
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

三
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
字
体
を
用
い
た
が
、
人
名
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

四
、
明
ら
か
な
誤
字
は
断
り
な
く
訂
正
し
、
ま
ま
右
脇
に
〔

〕（
亀
甲
括
弧
）
付

き
の
ル
ビ
を
付
し
た
。
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五
、
封
筒
表
・
封
筒
裏
な
ど
、
記
述
の
場
所
を
表
示
す
る
際
は
﹇

﹈（
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
）
を
用
い
た
。

六
、
そ
の
他
の
編
者
に
よ
る
補
足
は
〔

〕（
亀
甲
括
弧
）
で
示
し
た
。

七
、
注
で
、『
丸
山
眞
男
集
』
全
十
六
巻
（
岩
波
書
店
、
第
四
刷
、
二
〇
一
四
―
一

五
年
）、
同
別
巻
（
新
訂
増
補
、
二
〇
一
五
年
）、『
丸
山
眞
男
座
談
』
全
九
巻
（
岩

波
書
店
、
一
九
九
八
年
）、『
定
本

丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
・
下
（
岩
波
現
代

文
庫
版
、
二
〇
一
六
年
）、『
丸
山
眞
男
話
文
集
』
全
四
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二

〇
〇
八
―
九
年
）、
同
続
四
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
四
―
五
年
）、『
丸
山
眞

男
書
簡
集
』
全
五
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
―
四
年
）、『
丸
山
眞
男
手
帖
』

（
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
、
一
九
九
七
―
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照

す
る
際
は
、
出
版
社
・
出
版
年
を
省
略
し
、
書
名
も
そ
れ
ぞ
れ
『
集
』、『
座
談
』、

『
回
顧
談
』、『
話
文
集
』、『
書
簡
集
』、『
手
帖
』
と
略
し
た
上
で
、
巻
数
・
頁

数
に
よ
っ
て
参
照
場
所
を
示
し
た
。

八
、
各
書
簡
の
末
尾
に
タ
イ
ト
ル
を
付
し
、
巻
末
に
そ
の
一
覧
を
ま
と
め
た
。
タ

イ
ト
ル
は
内
容
に
即
し
て
編
者
が
付
し
た
。

九
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
主
と
し
て
平
石
直
昭
が
編
者
注
を
作
成
し
、
資
料
の
整
理

と
本
文
の
校
訂
は
平
石
・
川
口
雄
一
・
金
子
元
・
山
辺
春
彦
が
共
同
で
行
っ
た
。

〇
〇
一
（
丸
山
）
一
九
三
六
年
八
月
四
日
（
消
印
）

先
日
は
失
礼
。
経
過
順
調
の
こ
と
と
思
ふ
。
小
生
や
っ
と
東
京
の
苦
熱
か
ら
落

ち
の
び
た
と
思
ひ
き
や
、
十
数
日
寂
と
し
て
声
な
か
り
し
低
気
圧
忽
ち
に
活
動
を

開
始
せ
し
た
め
、
毎
日
洞
ゲ
峠
的
な
天
候
に
悩
ま
さ
れ
、
ま
だ
、
ろ
く
〳
〵
海
に

入
ら
な
い
。
こ
ん
な
様
子
な
ら
、
東
京
で
君
と
無
駄
口
き
い
て
た
方
が
お
互
の
た

め
だ
っ
た
と
悔
ん
で
ゐ
る
次
第
だ
。
当
地
は
純
朴
で
浜
も
人
影
多
か
ら
ず
万
事
小

生
好
み
（
断
じ
て
負
け
惜
み
に
無
之
候
）。
従
っ
て
君
の
病
院
生
活
を
慰
む
る
に

足
る
ニ
ュ
ー
ス
の
ご
と
き
は
逆
立
ち
し
て
も
生
れ
さ
う
も
な
い
。
ゆ
う
べ
、
避
暑

客
慰
安
映
画
大
会
と
い
う
も﹅

の﹅

も﹅

の﹅

し
い
催
が
あ
っ
た
か
ら
、
の
ぞ
い
て
見
る
と

教
育
映
画
・
衛
生
映
画
と
い
っ
た
有
難
い
も
の
ば
か
り
。
そ
れ
を
漁
師
の
子
（
圧

倒
的
多
数
）
が
鼻
を
す
ゝ
り
な
が
ら
見
て
ゐ
る
光
景
は
な
ん
と
も
涙
ぐ
ま
し
い
も

の
だ
っ
た
。
万
事
そ
ん
な
！
調
子
。

﹇
葉
書
表
﹈
東
京
市
本
郷
区
駒
込
病
院
二
ノ
一

小
山
忠
恕
様

千
葉
県
佐
貫
町
亀
田
榎
本
方

丸
山
眞
男

〔
入
院
中
の
小
山
に
房
総
避
暑
地
の
様
子
を
伝
え
る
〕

〇「
経
過
順
調
」。
小
山
が
ど
ん
な
病
気
で
入
院
し
た
か
は
未
詳
。「
石
井
深
一
郎
の
こ
と
」（『
集
』

第
十
二
巻
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
小
山
は
病
気
で
卒
業
が
一
年
遅
れ
た
と
あ
り
、
回
復
に
は
時
間
を

要
し
た
よ
う
で
あ
る
。

〇
「
東
京
の
苦
熱
」。
関
連
す
る
一
節
が
『
増
補
版
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
一
九
六
四
年
、

未
来
社
、
五
三
三
頁
（
第
二
部
へ
の
追
記
）
に
あ
る
。「
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
は
私
の
学
生
時
代

に
、
政
治
学
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
の
に
最
も
与
っ
て
力
の
あ
っ
た
学
者
の
一
人
で
あ
っ

た
。
…
…
大
学
三
年
の
夏
休
に
、
お
そ
ろ
し
く
蒸
暑
い
研
究
室
の
学
生
閲
覧
室
で“

D
em

ocracy

と

を
読
ん
だ
時
の
感
銘
を
私
は
忘
れ
る
こ

in
crisis”

“
T
he

state
in

theory
and

practice”
と
が
で
き
な
い
」。
丸
山
は
こ
の
年
九
月
に
『
緑
会
雑
誌
』
の
懸
賞
論
文
に
応
募
し
て
い
る
か
ら
、

ラ
ス
キ
の
読
書
は
そ
の
準
備
の
一
環
で
あ
り
、
こ
の
勉
励
の
あ
と
避
暑
に
出
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
な
お
『
回
顧
談
』
上
巻
一
六
二
―
一
六
三
頁
に
よ
れ
ば
、
大
学
二
年
時
の
『
緑
会
雑
誌
』
の

懸
賞
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
を
論
ず
」
で
、
そ
れ
に
応
募
す
る
積
り
で
丸
山

は
ラ
ス
キ
の
上
掲
書
を
東
北
の
越
河
で
読
ん
だ
と
い
う
。『
集
』
別
巻
の
「
年
譜
」
で
、
大
学
二
年
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八
月
の
項
に
右
二
書
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
発
言
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
（
三
八
―
三

九
頁
）。
大
学
「
三
年
」
は
「
二
年
」
の
記
憶
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だT

hestatein
theory

は
丸
山
文
庫
に
一
九
三
五
年
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
（
登
録
番
号
0181976）、

and
practice

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
後
者
は
法
学
部
閲
覧
室
で
借
覧
し
た
の
で
あ
ろ

D
em

ocracy
in

crisis

う
が
、
と
す
れ
ば
二
著
を
読
ん
だ
時
期
が
ず
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

〇
佐
貫
町
亀
田
は
現
在
の
富
津
市
佐
貫
町
亀
田
。
Ｊ
Ｒ
内
房
線
に
佐
貫
町
駅
が
あ
り
、
そ
の
北

西
部
方
面
が
亀
田
で
新
舞
子
海
水
浴
場
が
あ
る
。
富
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
富
津
市
の
歴
史
」

か
ら
「
富
津
市
歴
史
年
表
」
を
開
く
と
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
七
月
に
「
佐
貫
町
八
幡
海
岸

に
「
新
舞
子
の
浜
」
海
水
浴
場
開
設
」
と
あ
る
（
富
津
市
商
工
観
光
課
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
早
く

か
ら
海
水
浴
場
と
し
て
開
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
佐
貫
滞
在
中
に
丸
山
は
『
ジ
ャ
ン
・
ク

リ
ス
ト
フ
』
を
読
ん
で
深
い
影
響
を
受
け
た
。「
私
が
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
を
は
じ
め
て
読

ん
だ
の
は
大
学
三
年
の
夏
休
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
夏
は
千
葉
の
佐
貫
町
で
過
ご
し
た
の
だ
が
、

毎
朝
そ
の
一
冊
を
持
っ
て
海
岸
に
出
て
、
松
林
の
な
か
の
い
つ
も
き
ま
っ
た
窪
地
で
読
み
耽
っ

た
。
八
冊
目
を
終
え
る
と
す
ぐ
ま
た
最
初
に
戻
っ
て
と
う
と
う
三
回
続
け
ざ
ま
に
読
ん
で
し

ま
っ
た
」。
そ
れ
以
後
「
ど
う
に
も
抵
抗
出
来
な
い
得
体
の
知
れ
ぬ
力
で
不
断
に
私
の
意
識
の
上

に
の
し
か
か
っ
て
い
る
」（「
運
命
的
な
会
遇
」
一
九
五
三
年
、『
集
』
第
十
六
巻
二
二
三
頁
）。
こ

の
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
は
岩
波
文
庫
版
で
親
友
の
松
本
武
四
郎
が
持
参
し
て
く
れ
た
も
の

だ
っ
た
（『
回
顧
談
』
上
巻
一
〇
〇
頁
「
ぼ
く
ら
の
一
家
が
夏
休
み
に
避
暑
し
て
い
た
千
葉
の
房

総
の
東
海
岸
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
す
」。
な
お
佐
貫
は
内
房
側
に
あ
る
の

で
「
房
総
の
東
海
岸
」
と
い
う
の
は
勘
違
い
で
あ
ろ
う
）。

〇
〇
二
（
丸
山
）
一
九
三
六
年
一
〇
月
一
六
日
（
消
印
）

昨
日
は
折
角
来
て
く
れ
た
の
に
、
留
守
に
し
て
甚
だ
申
訳
な
い
。
実
は
来
週
月

曜
、
南
原
〔
繁
〕
さ
ん
の
演
習
で
僕
の
当
番
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
、
大
あ﹅

は﹅

て﹅

で

毎
日
研
究
室
通
ひ
を
し
て
ゐ
る
次
第
。
秋
休
み
な
ん
て
く
そ
く
ら
へ
だ
。
そ
ん
な

わ
け
で
来
週
か
ら
又
暇
に
な
る
か
ら
是
非
遊
び
に
来
て
く
れ
。
前
以
て
電
話
を
か

け
て
く
れ
れ
ば
間
違
な
い
。（
番
号
知
ら
な
い
？

荻
窪
四
三
六
六
だ
）
慶
帝
戦

行
く
か
？

僕
は
切
符
買
ふ
の
す
っ
か
り
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
。

﹇
葉
書
表
﹈
杉
並
区
荻
窪
三
ノ
六
〇
西
郊
ロ
ッ
ヂ
ン
グ
内

小
山
忠
恕
様

杉
並
区
西
高
井
戸
二
ノ
三
七

丸
山
眞
男

〔
留
守
に
し
た
詫
び
と
南
原
ゼ
ミ
の
準
備
等
の
近
況
報
告
〕

〇
「
南
原
さ
ん
の
演
習
」。
大
学
三
年
生
に
な
っ
た
丸
山
が
南
原
の
『
政
治
学
史
』
を
受
講
す
る

と
、
演
習
を
開
く
の
で
希
望
者
は
申
し
出
よ
と
の
口
達
が
あ
り
参
加
し
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
歴
史

哲
学
序
説
』
を
丸
善
経
由
で
公
費
購
入
し
て
読
ん
だ
（『
回
顧
談
』
上
巻
一
五
六
頁
）。
丸
山
文
庫

に
は
そ
の
時
の
教
材
で
あ
るD

ie
V
ernunft

in
der

G
eschichte:

E
inleitung

in
die

が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
登
録
番

PhilosophiederW
eltgeschichte,G.W

.F.H
egel,Lasson,1930

号
0181167。
多
く
の
書
込
み
が
あ
り
精
読
の
跡
を
示
す
。

〇
荻
窪
四
三
六
六
。
当
時
の
丸
山
家
の
電
話
番
号
が
こ
れ
で
わ
か
る
。
同
家
は
一
九
二
一
年
春

に
兵
庫
県
精
道
村
大
字
蘆
屋
か
ら
東
京
市
四
谷
区
麹
町
に
移
り
、
さ
ら
に
翌
年
、
同
区
愛
住
町
に

転
居
し
た
。
一
般
家
庭
に
電
話
機
が
普
及
す
る
の
は
後
年
だ
が
、お
そ
ら
く
父
が
新
聞
記
者
だ
っ

た
関
係
で
、
こ
の
家
に
は
す
で
に
電
話
が
あ
っ
た
（『
回
顧
談
』
上
巻
三
三
三
頁
。「
愛
住
町
の
家

で
、父
は
牧
野〔
伸
顕
〕さ
ん
の
所
へ
電
話
を
か
け
ろ
と
、お
ふ
く
ろ
に
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
」）。

次
に
移
っ
た
西
高
井
戸
の
家
に
は
電
話
専
用
の
部
屋
が
あ
り
、
助
教
授
に
な
っ
た
丸
山
は
冬
に

は
そ
の
部
屋
に
炬
燵
を
置
き
、
座
布
団
と
毛
布
で
防
寒
し
て
講
義
原
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
た
と

い
う
（『
回
顧
談
』
下
巻
一
八
一
頁
）。
な
お
当
時
の
電
話
の
か
け
方
は
、
自
宅
地
域
の
交
換
方
式

と
、
通
話
先
が
「
市
内
」
か
「
市
外
」
か
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た
。
相
手
が
市
内
の
場
合
、
自
宅

電
話
機
が
①
自
動
の
場
合
は
ダ
イ
ヤ
ル
で
相
手
先
に
直
接
通
じ
、
②
共
電
の
場
合
は
受
話
器
を

上
げ
て
交
換
手
に
伝
え
、
③
磁
石
式
の
場
合
は
電
話
機
の
右
側
に
つ
い
て
い
る
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
て
交
換
手
に
伝
え
た
。
ま
た
相
手
が
「
市
外
」
の
場
合
、
自
宅
が
①
自
動
な
ら
ダ
イ
ヤ
ル
を
回

し
て
交
換
局
を
呼
び
出
し
て
交
換
手
に
伝
え
、
②
共
電
な
ら
受
話
器
を
上
げ
て
交
換
手
に
伝
え
、

③
磁
石
式
の
場
合
は
電
話
機
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
交
換
手
に
伝
え
た
。
し
た
が
っ
て
相
手
が

荻
窪
（
市
内
通
話
エ
リ
ア
）
以
外
の
場
合
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
交
換
手
を
介
し
て
電
話
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
丸
山
が
自
宅
の
交
換
方
式
に
か
か
わ
ら
ず
「
荻
窪
四
三
六
六
」
と
（
荻
窪
の
局
番
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で
は
な
く
エ
リ
ア
名
を
）
書
い
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
以
上
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

史
料
技
術
館
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

〇
慶
帝
戦
。
六
大
学
野
球
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
秋
に
開
始
さ
れ
、
翌
年
か
ら
春
秋
二
度

の
リ
ー
グ
戦
に
な
っ
た
。
こ
の
年
の
慶
応
義
塾
大
学
・
東
京
帝
国
大
学
の
対
戦
は
一
〇
月
一
七

日
―
二
一
日
に
行
わ
れ
た
（『
運
動
年
鑑
』
昭
和
一
二
年
度
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
三
七
年
、
二
五

頁
）。
当
時
大
学
野
球
は
人
気
ス
ポ
ー
ツ
で
、会
場
の
神
宮
球
場
は
い
つ
も
満
員
だ
っ
た
と
い
う
。

助
手
に
な
っ
た
丸
山
は
同
僚
の
佐
藤
功
や
辻
清
明
ら
と
法
学
部
研
究
室
の
屋
上
で
昼
休
み
に
三

角
ベ
ー
ス
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん
だ
（『
回
顧
談
』
上
巻
二
二
○
頁
）。

〇
〇
三
（
丸
山
）
一
九
三
七
年
五
月
八
日
（
消
印
）

徴
兵
（
第
二
乙
な
り
き
）
で
帰
郷
し
て
ゐ
た
の
で
失
敬
し
た
。
た
う
た
う
古
巣

に
舞
ひ
戻
っ
た
な
。
今
度
は
さ
う
フ﹅

ラ﹅

つ
く
わ
け
に
も
行
か
ぬ
か
ら
勉
強
出
来
る

だ
ら
う
。
願
は
く
ば
小
山
循
環
式
を
し
て
Ｇ
―
Ｗ
―
Ｇ
た
ら
し
め
ず
、
Ｗ
―
Ｇ
―

Ｗ
た
ら
し
め
よ
。
Ｇ
―
Ｗ
―
Ｇ
は
悪
し
き
無
限
な
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た

な
れ
ば
な
り
。
Ｗ
―
Ｇ
―
Ｗ
は

Gefängnis―
W

ein(od.W
eib)―

Gefängnis

終
結
的
な
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た

な
れ
ば

W
ohnung―

Geschäft―
W

ohnung

な
り
。
や
っ
と
お
勤
め
が
始
ま
っ
た
。
九
時
か
ら
五
時
頃
迄
、
三
階
の
第
一
共
同

研
究
室
（
つ
ま
り
大
部
屋
な
り
）
に
ゐ
る
か
ら
い
つ
で
も
寄
っ
て
く
れ
。
い
ま
の

と
こ
ろ
暇
で
困
っ
て
る
。
昨
日
岡
本
に
会
っ
た
。
ま
だ
決
め
な
い
様
だ
。

﹇
葉
書
表
﹈
小
石
川
区
竹
早
町
一
〇
二

斉[齋
]藤

精
一
様
方

小
山
忠
恕
様

丸
山
眞
男

〔
徴
兵
検
査
受
検
な
ど
の
近
況
報
告
と
小
山
へ
の
助
言
〕

○「
徴
兵
…
…
で
帰
郷
し
て
い
た
」。
こ
の
記
述
に
よ
り
、丸
山
の
徴
兵
検
査
の
受
検
時
期
が
は
っ

き
り
し
た
。
検
査
は
前
年
一
二
月
一
日
か
ら
当
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
に
満
二
〇
歳
に
な
る
男

子
青
年
を
対
象
と
し
、
彼
ら
の
本
籍
地
が
属
す
る
徴
募
区
（
徴
兵
区
を
細
分
し
た
も
の
）
で
実
施

さ
れ
た
。
受
検
者
は
体
位
、
健
康
状
態
に
よ
っ
て
甲
種
、
第
一
乙
種
、
第
二
乙
種
（
以
上
現
役
に

適
す
る
者
）、
丙
種
（
現
役
に
は
適
さ
ぬ
が
国
民
兵
役
に
適
す
る
者
）
等
に
分
類
さ
れ
た
。
体
位

は
主
に
身
長
に
よ
り
、
甲
と
乙
の
区
分
は
身
長
と
胸
囲
の
比
率
に
よ
っ
た
。
甲
・
乙
種
の
合
格
者

は
徴
募
区
ご
と
に
配
賦
さ
れ
た
募
集
人
員
数
に
よ
り
、
甲
種
、
乙
種
の
順
に
、
抽
選
に
よ
り
、
現

役
、
第
一
補
充
兵
役
、
第
二
補
充
兵
役
に
わ
け
ら
れ
た
。
陸
軍
の
第
一
補
充
兵
役
は
一
二
〇
日
以

内
の
教
育
召
集
に
応
ず
る
義
務
が
あ
っ
た
（
以
上
、
平
凡
社
『
大
百
科
事
典
』
大
江
志
乃
夫
執
筆

「
徴
兵
検
査
」、
お
よ
び
同
著
『
天
皇
の
軍
隊
』
小
学
館
、
一
九
八
二
年
、
六
〇
―
六
四
頁
の
摘

要
）。
丸
山
は
一
九
一
四
年
三
月
二
二
日
生
れ
な
の
で
三
四
年
が
受
検
の
年
だ
が
、
大
学
在
学
中

で
延
期
さ
れ
、
三
七
年
三
月
に
卒
業
し
て
間
も
な
く
検
査
通
知
が
届
き
、
帰
郷
し
受
検
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
二
乙
合
格
と
判
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
に
観
閲
点
呼
や
一
九

四
四
年
七
月
に
は
教
育
召
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
一
補
充
兵
役
の
要
員
に
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
（
観
閲
点
呼
の
制
度
に
つ
い
て
は
上
掲
大
江
著
七
五
頁
参
照
）。

〇
「
古
巣
」。
書
簡
の
宛
先
に
あ
る
「
齋
藤
精
一
」
は
小
山
に
と
っ
て
母
方
の
祖
父
に
あ
た
る
。

一
高
時
代
の
小
山
は
（
級
友
の
依
頼
で
）
そ
の
広
い
家
を
労
働
者
の
集
会
の
ア
ジ
ト
に
提
供
し
、

無
期
停
学
処
分
を
受
け
た
（『
回
顧
談
』
上
巻
七
七
頁
）。
第
二
書
簡
の
宛
先
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
そ
の
後
は
下
宿
生
活
を
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
健
康
上
の
理
由
で
齋
藤
宅
に
戻
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

○
Ｇ
―
Ｗ
―
Ｇ
、
Ｗ
―
Ｇ
―
Ｗ
。『
資
本
論
』
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
範
式
が
丸
山
の
念
頭
に
あ

る
。
Ｗ
と
Ｇ
は
そ
れ
ぞ
れ
W
are（
商
品
）
と
Geld（
貨
幣
）
を
意
味
し
、
Ｗ
―
Ｇ
―
Ｗ
は
商
品

を
売
っ
て
貨
幣
を
獲
得
し
、
そ
の
金
で
他
の
商
品
を
買
う
と
い
う
単
純
な
流
通
範
式
を
示
す
（
買

う
た
め
の
販
売
）。
こ
れ
に
対
し
て
Ｇ
―
Ｗ
―
Ｇ
は
貨
幣
で
商
品
を
買
い
、
そ
の
商
品
を
売
っ
て

貨
幣
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
売
る
た
め
の
購
買
）。
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
に
よ
り
貨
幣
が
資

本
に
転
化
す
る
と
し
た
（『
資
本
論
』「
第
四
章
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化
」「
第
一
節
資
本
の
一
般

的
範
式
」）。
こ
れ
を
も
じ
っ
て
丸
山
は
、
小
山
の
生
活
が
こ
れ
ま
で
Gefängniss（
禁
足
）

―
W
ein（
酒
）
な
い
し
W
eib（
女
）
―
Gefägniss（
禁
足
）
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
W
ohnung（
住
居
）
―
Geschäft（
仕
事
）
―
W
ohnung（
住
居
）
と
い
う
安
定
し

た
循
環
に
な
る
よ
う
に
望
ん
で
い
る
。
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〇
「
お
勤
め
」。
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
助
手
の
勤
務
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
指
す
。
第
一
、
第
二

共
同
研
究
室
の
同
僚
や
彼
ら
と
の
交
際
、
助
手
の
業
務
内
容
等
に
つ
い
て
は
、『
回
顧
談
』
上
巻

二
一
五
頁
以
下
や
「
野
田
良
之
さ
ん
の
こ
と
」（『
集
』
第
十
二
巻
）
に
詳
し
い
。

〇
岡
本
。
一
高
時
代
に
文
乙
の
同
級
生
だ
っ
た
岡
本
勝
で
あ
ろ
う
。
河
合
栄
治
郎
の
崇
拝
者

だ
っ
た
が
治
安
維
持
法
容
疑
で
検
挙
さ
れ
、
そ
の
衝
撃
で
精
神
を
病
む
よ
う
に
な
っ
た
（『
回
顧

談
』
上
巻
五
二
頁
）。

〇
〇
四
（
小
山
）
一
九
三
七
年
七
月
八
日

そ
の
後
如
何
。

名
古
屋
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
、
例
に
よ
っ
て
一
日
何
も
せ
ず
に
ゴ
ロ
〳
〵
し
て

居
る
。
何
し
ろ
暑
い
の
に
閉
口
し
て
居
る
。
君
は
ま
だ
毎
日
研
究
室
に
日
参
の
こ

と
と
思
っ
て
、
大
い
に
同
情
し
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
先
日
の
廿
八
日
に

―
音
楽
会
で
君
と
会
っ
た
晩
だ

―
石
井
に
と
っ

つ
か
ま
っ
て
、
遂
に
《
そ
の
日
の
中
に
帰
る
》
と
い
ふ
鉄
則
を
破
棄
し
て
仕
舞
っ

た
っ
け
。
石
井
は
、
御
承
知
と
思
ふ
が
、
そ
の
翌
日
に
一
人
で
旅
に
出
た
の
だ
が
、

そ
の
後
ど
う
し
て
居
る
の
か
便
り
が
無
い
の
で
心
配
し
て
居
る
。
何
か
彼
か
ら
で

も
、
ま
た
は
間
接
に
で
も
、
知
ら
せ
が
あ
っ
た
ら
教
へ
て
下
さ
い
。

僕
は
多
分
十
一
日
に
ま
た
東
京
に
帰
る
。
発
哺
へ
は
十
四
日
頃
行
く
だ
ら
う
。

石
井
が
若
し
発
哺
へ
現
は
れ
た
ら
、
僕
が
行
く
ま
で
留
め
て
置
い
て
く
れ
と
宿
屋

の
方
に
頼
ん
で
あ
る
ん
だ
が
。

今
年
は
中
大
路
は
居
な
く
な
る
し
、
発
哺
が
些
か
寂
し
い
。
そ
れ
に
こ
の
夏
は

ま
と
ま
っ
た
仕
事
も
持
た
な
い
の
で
、
専
ら
あ
の
辺
の
案
内
人
で
も
勤
め
て
、
体

を
作
る
心
算
だ
。
三
、
四
日
で
も
ひ
ま
が
出
来
た
ら
、
是
非
や
っ
て
来
る
こ
と
。

東
京
に
出
た
時
ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
研
究
室
に
で
も
押
し
か
け
る
か
も
知
れ
な

い
。

さ
よ
な
ら
。

眞
男
兄

忠
恕

一
九
三
七
・
七
・
八
・

﹇
封
筒
表
﹈
東
京
市
杉
並
区
西
高
井
戸
二
ノ
三
七

丸
山
眞
男
様

﹇
封
筒
裏
﹈
名
古
屋
市
中
区
鶴
羽
町
一
ノ
一
〇

小
山
忠
恕

〔
帰
省
先
か
ら
の
近
況
報
告
と
発
哺
行
き
の
誘
い
〕

〇
「
名
古
屋
に
帰
っ
て
来
て
」。
名
古
屋
市
中
区
鶴
羽
町
一
ノ
一
〇
は
小
山
忠
恕
の
実
家
で
、
小

山
磐い

わ
お

・
藍
夫
妻
の
住
所
。
夫
妻
の
四
女
で
あ
る
ゆ
か
里
（
後
に
丸
山
と
結
婚
）
は
、
当
時
こ
の
家

に
住
ん
で
い
た
。
忠
恕
は
前
年
の
病
の
た
め
に
卒
業
が
遅
れ
ま
だ
在
学
中
だ
っ
た
。
夏
休
み
で

帰
省
し
た
が
、
い
ず
れ
発
哺
に
行
く
の
で
丸
山
も
来
る
よ
う
に
誘
っ
て
い
る
。「
例
に
よ
っ
て

…
…
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」「《
そ
の
日
の
中
に
帰
る
》
と
い
ふ
鉄
則
」
な
ど
は
、
彼
が
ま
だ
本
調
子
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〇
「
音
楽
会
」。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
Ｎ
響
演
奏
会
記
録
」（https://w

w
w
.

）
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
響
の
前
身
で
あ
る
新
交
響
楽
団

nhkso.or.jp/library/archive/index.php

は
こ
の
年
六
月
二
八
日
、
ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
夫
妻
の
指
揮
に
よ
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
レ
オ

ノ
ー
レ
」「
運
命
」「
田
園
」
を
演
奏
し
て
い
る
（
場
所
は
日
比
谷
公
会
堂
）。
夫
の
Ｆ
・
ワ
イ
ン
ガ

ル
ト
ナ
ー
（
一
八
六
三
―
一
九
四
二
）
は
著
名
な
指
揮
者
で
、
来
日
は
大
歓
迎
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
書
簡
か
ら
わ
か
る
の
は
、
高
校
時
代
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ

ン
だ
っ
た
小
山
や
そ
れ
に
感
化
さ
れ
た
ら
し
い
丸
山
が
彼
の
演
奏
を
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

〇
「
石
井
」
は
一
高
文
乙
同
級
生
の
石
井
深
一
郎
。
岡
山
県
矢
掛
の
石
井
家
は
名
家
と
し
て
知
ら

れ
る
。
小
山
と
仲
が
よ
か
っ
た
が
、
翌
年
卒
業
し
た
小
山
が
日
本
興
業
銀
行
に
就
職
し
た
の
に

対
し
石
井
は
法
学
部
で
留
年
生
活
を
続
け
た
の
で
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
丸
山
と
会
う
機
会
が
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増
え
た
。
丸
山
が
杉
浦
明
平
と
親
し
く
な
る
に
は
石
井
の
下
宿
生
活
も
関
係
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。「
石
井
深
一
郎
の
こ
と
」『
集
』
第
十
二
巻
三
―
八
頁
。

〇
「
発
哺
」。
志
賀
高
原
に
あ
る
温
泉
で
「
宿
屋
」
は
「
天
狗
の
湯
」
を
さ
す
。
宿
主
だ
っ
た
関
金

三
郎
の
「
発
哺
清
談
」（『
手
帖
』
第
７
号
）
に
よ
れ
ば
、
小
山
は
「
東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
中

学
時
代
に
キ
ャ
ン
プ
で
見
え
た
の
が
初
め
て
で
す
。
丸
山
先
生
は
、
小
山
さ
ん
か
ら
夏
休
み
に

勉
強
す
る
に
は
最
適
だ
と
誘
わ
れ
て
来
ら
れ
た
よ
う
で
す
」（
三
〇
頁
）、「
丸
山
先
生
は
発
哺
ま

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
レ
コ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な
っ
た
り
、
小
山
さ
ん
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
ス
テ
レ
オ

を
か
つ
い
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
自
室
で
聴
く
と
他
の
宿
泊
客
に
迷
惑
が
か
か
る
と
い
う
の
で
、

当
時
の
藁
葺
き
の
本
館
の
八
畳
二
間
ほ
ど
の
帳
場
で

―
皆
の
集
会
場
の
よ
う
な
所
で
し
た
が

―
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
を
さ
れ
ま
し
た
」（
二
九
頁
）
と
あ
る
。

〇
「
中
大
路
」
は
中
大
路
俊
安
。
学
生
時
代
は
発
哺
の
常
連
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
卒
業
後
鉄
道
省

に
入
っ
て
地
方
に
赴
任
し
た
の
で
、
発
哺
に
行
け
な
く
な
っ
た
。
丸
山
文
庫
に
は
彼
か
ら
の
書

簡
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

〇
〇
五
（
小
山
）
一
九
三
七
年
七
月
三
〇
日

東
京
は
暑
い
こ
と
だ
ら
う
。

僕
は
二
十
日
に
、
石
井
は
二
十
六
日
に
登
っ
て
来
た
。
こ
の
二
日
三
日
、
天
気

が
悪
く
て
何
処
に
も
出
な
い
で
ゐ
る
が
、今
年
は
相
当
オ
カ
シ
な
連
中
が
揃
っ
て
、

賑
や
か
な
こ
と
は
例
年
以
上
で
あ
る
。

何
時
来
る
か
？

発
哺
に
は
七﹅

曜﹅

表﹅

な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
何
時
で

も
同
じ
こ
と
だ
。
歩
く
所
は
か
な
り
あ
る
か
ら
、
出
来
る
だ
け
予
定
を
切
り
詰
め

て
、
こ
っ
ち
に
永
く
居
ら
れ
る
や
う
に
し
て
欲
し
い
。
ま
あ
宣
伝
し
た
所
で
初
ま

ら
な
い
が
、
来
る
こ
と
は
来
る
ん
だ
ら
う
ね
。

所
で
一
つ
お
願
ひ
が
あ
る
。
ア
ド
ラ
ツ
キ
イ
版
の

で
は
、
第

“
D
asK

apital”

一
巻
第
一
篇
第
三
章（

）
貨
幣（
geld）

D
asgeld

oderdieW
arenzirkulation

3.

支
払
手
段
（
Zahlungsm
ittel）
の
終
り
か
ら
二
番
目
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
―
―
つ

b)ま
り

世
界
貨
幣
（
W
eltgeld）
の
前
の
前
の
パ
ラ
グ
ラ
フ

―
の
最
終
行
、

c)

A
us

dem
Gesetz

über
U
m
laufsgeschw

indigkeit
der

Zahlungsm
ittel

…
…

M
asse

der
Zahlungsm

ittelin
geradem

/um
gekehrtem

V
erhältnis

の
個
所
が
、
geradem
と
あ
る
か
、

zurLängederZahlungsperioden
steht.

um
gekehrtem
と
あ
る
か
を
調
べ
て
欲
し
い
。
同
じ
事
柄
な
の
だ
が
、
そ
れ
と

共
に
第
二
巻
の
第
二
篇
第
九
章
、〝
前
貸
資
本
の
総
回
転
、
回
転
循
還[環

]〞
の
終
り
か

ら
三
番
目
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
最
終
行
、Es

gilthier
das

früher
entw

ickelte

Gesets:“
D
ie

notw
endige

M
asse…

…
stehtim

?
V
erhältnis

zur
Länge

の
個
所
で
は
ど
う
な
っ
て
居
る
か
、
調
べ
て
下
さ
い
。

derZahlungsperioden”

ア
ド
ラ
ツ
キ
イ
版
多
分
法
科
の
研
究
室
に
あ
る
と
思
ふ
が
、
面
倒
だ
っ
た

ら
長
谷
部
訳
の
邦
文
で
あ
た
っ
て
見
て
呉
れ
る
だ
け
で
も
よ
い
。

―
高
鼻[畠

]訳

は
、
逆
比
例
と
な
っ
て
ゐ
る
。（
エ
ン
ゲ
ル
ス
版
）
カ
ウ
ツ
キ
イ
が
正
比
例
と
直

し
て
ゐ
る
の
だ
。

昨
日
は
雨
で
電
車
が
遅
れ
て
、
新
聞

―
そ
れ
も
郵
便
屋
が
毎
日
二
時
頃
持
っ

て
来
る
の
だ
が

―
が
来
な
か
っ
た
。
ラ
ヂ
オ
も
な
い
の
だ
か
ら
、
此
の
所
世
間

の
騒
ぎ
を
ま
る
で
余
所
に
し
て
ゐ
る
。

何
し
ろ
待
っ
て
ゐ
る
。
あ
ま
り
お
そ
く
な
ら
ぬ
方
が
い
い
。
早
く
来
る
こ
と
。

さ
よ
な
ら
。

眞
男
様
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一
九
三
七
・
七
・
三
十
・

﹇
封
筒
表
﹈
東
京
市
杉
並
区
西
高
井
戸
二
ノ
三
七

丸
山
眞
男
様

﹇
封
筒
裏
﹈
長
野
県
下
高
井
郡
平
隠[穏

]村

発
哺
温
泉
天
狗
ノ
湯

小
山
忠
恕

〔
発
哺
へ
の
来
遊
を
促
し
、『
資
本
論
』
諸
版
の
校
異
を
依
頼
す
る
〕

〇
「
ア
ド
ラ
ツ
キ
イ
版
の

」。
東
京
大
学
法
学
部
図
書
室
に

“
D
as

K
apital”

D
as

K
apital:

K
ritik

derpolitischen
Ö
konom

ie/K
arlM

arx
;herausgegeben

von
Friedrich

Engels.
V
olksausgabe/besorgt

vom
M

arx-Engels-Lenin-Institut,
M

oskau.
M

oskau:

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

V
erlagsgenossenschaftA

usländischerA
rbeiterin

derU
dSSR.

請
求
記
号
は

で
、
第
一
巻
は
一
九
三
二
年
刊
。
本
書
は
元
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
編
集
版
を
、

V
:11:926

モ
ス
ク
ワ
の
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
レ
ー
ニ
ン
研
究
所
が
普
及
版
と
し
て
編
集
公
刊
し
、
そ

の
所
長
が
V
.V
.A
doratsky（
一
八
七
八
―
一
九
四
五
）
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
山
は
ア
ド
ラ
ツ

キ
イ
版
と
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
丸
山
の
後
掲
第
六
書
簡
に
「
研
究
室
の
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
で

は
」
と
あ
る
の
も
こ
の
点
を
裏
づ
け
る
。

〇
「
高
鼻
訳
は
逆
比
例
と
な
っ
て
ゐ
る
」。
高
畠
素
之
訳
『
資
本
論
』
第
二
巻
（
改
造
社
、
一
九
二

八
年
一
月
）
一
五
二
頁
に
、「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
曩
に
（
第
一
巻
、
第
三
章
第
三
節
ｂ
、
一

一
一
頁
）
説
い
た
『
支
払
要
具
（
随
っ
て
ま
た
一
度
は
前
貸
さ
る
べ
き
貨
幣
資
本
）
の
必
要
量
は
、

支
払
期
間
の
長
期
に
逆
比
例
す
る
』
と
い
ふ
法
則
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
の
を
指
す

（
丸
山
文
庫
の
登
録
番
号
0191476）。
後
文
に
「
カ
ウ
ツ
キ
イ
が
正
比
例
と
直
し
て
ゐ
る
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
小
山
は
発
哺
に
カ
ウ
ッ
キ
ー
版
の
『
資
本
論
』（
一
九
二
三
年
刊
）
と
高

畠
訳
本
と
を
持
参
し
、『
資
本
論
』
の
読
書
に
励
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

○
「
発
哺
」
に
つ
い
て
は
前
掲
第
四
書
簡
の
注
を
参
照
。「
歩
く
所
は
か
な
り
あ
る
」「
宣
伝
し
た

所
で
初
ま
ら
な
い
」
と
い
う
小
山
の
文
は
丸
山
が
ま
だ
発
哺
を
訪
ね
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

〇
「
世
間
の
騒
ぎ
」。
こ
の
年
七
月
七
日
に
盧
溝
橋
事
件
が
起
こ
り
、
現
地
停
戦
協
定
が
成
立
し

た
が
日
本
政
府
は
華
北
派
兵
を
声
明
し
、
日
中
間
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
さ

す
と
思
わ
れ
る
。

〇
〇
六
（
丸
山
）
一
九
三
七
年
八
月
四
日
（
消
印
）

暑
中
御
見
舞
申
上
げ
ま
す
。

二
人
と
も
健
在
の
様
子
で
な
に
よ
り
。
僕
は
〔『
国
家
学
会
雑
誌
』〕
九
月
号
の

編
輯
会
議
が
終
へ
る
と
フ
ラ
イ
に
な
る
か
ら
す
ぐ
行
く
。
た
ぶ
ん
七
日
か
八
日
に

な
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
兄
貴
と
の
旅
行
を
や
め
た
か
ら
一
週
間
位
は
滞
在
出
来
る

と
思
ふ
。
行
く
前
に
又
知
ら
せ
る
。

追
伸
、
小
山
に
、
研
究
室
の
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
で
は
、

と
な
っ
て

“
geradem

”

ゐ
る
が
、
長
谷
部
訳
に
よ
る
と
、
あ
と
で

と
訂
正
し
た
と
あ

“
um

gekehrtem
”

る
。
委
細
面
談
。

﹇
葉
書
表
﹈
長
野
県
下
高
井
郡
平
穏
村

発
哺
温
泉
天
狗
ノ
湯

小
山
忠
恕
様

石
井
深
一
郎
様

東
京
本
郷

ま
さ
を

〔
発
哺
行
き
の
予
定
を
告
げ
、
小
山
の
質
問
に
答
え
る
〕

〇
こ
の
書
簡
か
ら
、
丸
山
の
発
哺
初
滞
在
が
、
助
手
の
一
年
目
で
三
七
年
の
夏
休
み
だ
っ
た
と
確

認
で
き
る
。
関
係
者
の
残
し
た
回
想
類
に
は
丸
山
が
学
生
時
代
か
ら
発
哺
で
夏
を
過
し
て
い
た

と
す
る
（
そ
う
解
釈
で
き
る
）
も
の
が
多
い
の
で
、
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。
竹
下
由
美
子
「
山

の
友
だ
ち
」（『
集
』
第
一
巻
、
月
報
８
所
収
）
は
、
戦
前
戦
中
の
夏
の
発
哺
温
泉
に
滞
在
す
る
学

者
ら
の
交
歓
を
紹
介
し
た
名
文
だ
が
、
そ
こ
に
「
常
連
の
若
手
」「
気
鋭
錚
々
の
学
究
ト
リ
オ
」
の

「
東﹅

大﹅

生﹅

諸﹅

氏﹅

」（
傍
点
は
編
者
）
と
し
て
、
小
山
忠
恕
・
石
井
深
一
郎
と
と
も
に
丸
山
眞
男
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。「
こ
の
三
人
は
、
宿
の
長
男
で
ス
キ
ー
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
関
金
三
郎
氏

と
年
齢
も
近
く
、そ
の
弟
の
豊
治
君
と
と
も
に
、宿
の
催
し
も
の
の
ブ
レ
イ
ン
だ
っ
た
」（
七
頁
）。

丸
山
も
学
生
扱
い
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
丸
山
自
身
も
発
哺
滞
在
客
の
大
先
輩

に
あ
た
る
木
村
健
助
の
死
を
悼
む
書
簡
で
「
先
生
と
奥
様
に
親
し
く
口
を
き
い
て
い
た
だ
け
る
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よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
一
、
二
年
ご
ろ
と
記
憶
致
し
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
（「
木
村
先
生

の
思
い
出
」
一
九
七
九
年
一
〇
月
二
〇
日
付
、『
木
村
健
助
先
生
の
追
憶
』
所
収
、
関
西
大
学
法
学

会
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
『
話
文
集
』
４
収
録
）。
昭
和
一
一
年
な
ら
大
学
三
年
の
時
に
あ
た
る
。

さ
ら
に
吉
祥
寺
自
宅
の
隣
家
で
あ
る
三
雲
祥
之
助
夫
妻
（
春
陽
会
所
属
の
画
家
）
と
自
分
と
が
多

く
の
共
通
す
る
知
友
で
結
ば
れ
て
い
た
奇
縁
を
語
る
な
か
で
「
私
は
学
生
時
代
の
終
り
か
ら
兵

隊
に
と
ら
れ
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
毎
夏
を
志
賀
高
原
の
発
哺
温
泉
で
過
し
て
い
た
」
と
記
し
て
い

る
（「
お
隣
の
三
雲
さ
ん
」
一
九
八
五
年
四
月
三
日
付
、『
集
』
第
十
二
巻
一
八
七
頁
）。「
学
生
時

代
の
終
り
」
と
い
え
ば
、
大
学
三
年
の
夏
と
思
う
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
）
年
の
夏
に
あ
た
る
。

こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
桑
原
武
夫
の
回
想
が
あ
る
。『
中
央
公
論
』
一
九
六
六
年
一
〇
月
号

の
「
私
の
定
宿
」
シ
リ
ー
ズ
に
、
彼
が
同
じ
発
哺
・
天
狗
の
湯
を
定
宿
と
す
る
丸
山
と
一
緒
に
寄

せ
た
文
章
に
は
「
昭
和
十
一
年
、
丸
山
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
は
、
私
に
社
会
科
学
の
有
効
性
を

信
じ
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
あ
る
の
で
あ
る
（『
集
』
第
十
六
巻
三
九
一
頁
の
松
沢
弘

陽
執
筆
の
解
題
に
所
引
）。

問
題
は
雑
誌
同
号
に
載
せ
た
文
章
で
丸
山
が
桑
原
と
の
出
会
い
を
「
私
は
ま
だ
大
学
を
出
た

ば
か
り
の
青
二
才
だ
が
、
当
時
す
で
に
桑
原
さ
ん
は
大
阪
高
校
の
教
授
で
」
と
書
い
て
い
る
こ
と

で
あ
る
（『
集
』
第
十
六
巻
二
三
二
頁
）。
丸
山
は
卒
業
後
間
も
な
い
時
期
と
し
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
は
昭
和
一
二
年
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
一
九
六
六
年
の
時
点
で
初
対
面
の
時
期
に
関
し
て
二

人
の
間
に
記
憶
の
齟
齬
が
あ
り
、
七
〇
年
代
末
―
八
〇
年
代
前
半
の
丸
山
が
発
哺
初
滞
在
を
「
昭

和
十
一
、
二
年
」「
学
生
時
代
の
終
り
」
と
い
う
よ
う
に
幅
を
も
た
せ
て
書
い
た
の
に
は
、
桑
原
の

回
顧
に
影
響
さ
れ
た
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
晩
年
の
丸
山
は
親
友
の
永
山
正
昭

宛
書
簡
で
、
河
辺
岸
三
に
よ
る
桑
原
武
夫
論
を
面
白
い
と
評
し
た
上
で
、「
志
賀
高
原
で
の
私
と

の
出
会
い
の
件
は
、
桑
原
さ
ん
の
記
憶
ち
が
い
か
、
河
辺
君
の
き
き
誤
り
か
、
ど
ち
ら
か
で
す
。

桑
原
さ
ん
に
初﹅

め﹅

て﹅

会
っ
た
の
は
、
昭
和
一
二
年

―
つ
ま
り
私
の
大
学
卒
業
の
年
で
あ
っ
て
」

云
々
と
明
記
し
て
お
り
、
さ
ら
に
河
辺
宛
書
簡
で
も
「
私
が
桑
原
さ
ん
に
会
っ
た
の
は
…
…
大
学

を
卒
業
す
る
年
で
し
た
」と
し
て
い
る（
そ
れ
ぞ
れ『
書
簡
集
』四
巻
九
七
頁
、五
巻
三
六
五
頁
）。

お
そ
ら
く
丸
山
は
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
後
に
『
回
顧
談
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
応
ず
る
準
備
を
進
め
る
中
で
個
人
史
を
検
討
し
、
発
哺
初
滞
在
に
つ
い
て
も
昭
和
一
二
年
夏

と
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
簡
は
そ
の
正
し
さ
を
裏
付
け
て
い
る
。

〇
「
研
究
室
の
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
で
は
、

と
な
っ
て
ゐ
る
」。
第
五
書
簡
の
注
で
ふ

“
geradem

”

れ
た
法
学
部
図
書
室
所
蔵
の
D
as
K
apitalの
Erster
Band
お
よ
び
Zw
eiter
Band
の
そ
れ

ぞ
れ
一
四
七
頁
、
一
八
二
頁
に
小
山
の
尋
ね
た
該
当
箇
所
が
あ
り
、
た
し
か
に

と

“
geradem

”

な
っ
て
い
る
（
小
山
書
簡
の
二
枚
目
の
紙
背
に
、
丸
山
の
筆
蹟
で
こ
の
巻
数
と
頁
数
が
記
し
て
あ

る
）。

〇
「
長
谷
部
訳
に
よ
る
と
」。
長
谷
部
文
雄
訳
『
資
本
論
』
第
一
巻
上
（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
七

年
五
月
刊
。
丸
山
文
庫
登
録
番
号
0187498）
二
三
一
頁
に
該
当
箇
所
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
訳

さ
れ
て
い
る
（
原
文
の
傍
点
を
削
っ
た
）。「
支
払
手
段
の
通
流
速
度
に
関
す
る
法
則
か
ら
し
て
、

そ
の
起
原
の
如
何
を
問
は
ず
す
べ
て
の
週
期
的
な
支
払
に
と
っ
て
は
、
支
払
手
段
の
必
要
数
量

は
諸
支
払
期
間
の
長
さ
に
逆
比
例
す
る
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
」。
こ
の
「
逆
比
例
す
る
」
と
い

う
個
所
に
＊
が
付
さ
れ
、
二
三
二
頁
で
長
谷
部
が
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。「
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
版
（
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
の
こ
と

―
編
者
）
で
は
、
こ
の
逆﹅

比
例
が
正﹅

比
例
と
改
め
ら

れ
、
そ
し
て
『
原
文
で
逆﹅

比
例
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
明
か
に
誤
記
で
あ
る
』
と
い
ふ
、
編
輯
者
の

註
が
付
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
後
、
原
文
の
逆﹅

比
例
が
正
し
い
旨
の
訂
正
が
あ
っ
た
。
こ
の
場

合
の
問
題
は
、
LängederZahlungsperioden
と
い
ふ
言
葉
を
、
支
払
週﹅

期﹅

（
一
週
間
目
と
か

三
ヶ
月
目
と
い
ふ
や
う
な
、
支
払
期
限
と
支
払
期
限
と
の
間
隔
）
の
長
さ
と
解
す
る
か
、
支
払
期﹅

間﹅

（
一
日
間
と
か
一
週
間
と
か
い
ふ
、
そ
の
間
に
亘
っ
て
支
払
が
行
は
れ
る
期
間
）
の
長
さ
と
解

す
る
か
に
、
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
前
者
が
大
と
な
れ
ば
、
支﹅

払﹅

総﹅

額﹅

が
大
と
な
る
が
故
に
、

支
払
手
段
の
必
要
数
量
は
こ
れ
に
正﹅

比﹅

例﹅

し
、
ま
た
後
者
が
大
と
な
れ
ば
、
支
払
手
段
の
通﹅

流﹅

速﹅

度﹅

が
大
と
な
る
が
故
に
、
支
払
手
段
の
必
要
数
量
は
こ
れ
に
逆﹅

比﹅

例﹅

す
る
。
し
か
る
に
、
マ
ル
ク

ス
の
本
文
に
お
け
る
『
支
払
手
段
の
通
流
速
度
に
関
す
る
法
則
か
ら
し
て
、
…
…
週
期
的
な
支
払

に
と
っ
て
は
』
と
い
ふ
前
置
き
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
言
葉
は
『
支﹅

払﹅

期﹅

間﹅

の﹅

長﹅

さ﹅

』
と
読
む
べ
き

で
あ
り
、
比
例
関
係
は
『
逆
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
（
下
略
）」。
丸
山
が
い
う
「
委
細

面
談
」
は
、
こ
う
し
た
長
谷
部
注
を
ふ
ま
え
た
説
明
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〇
〇
七
（
丸
山
）
一
九
三
八
年
一
月
六
日
（
消
印
）

何
た
る
神
の
悪
戯
ぞ
！

君
が
体
を
恢
復
し
て
ハ
リ
キ
ッ
テ
僕
の
家
に

―
恐
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ら
く
勧
誘
の

―
電
話
を
か
け
て
く
れ
た
あ
の
晩
、
ス
キ
ー
中
の
無
理
が
俄
然
爆

発
し
て
四
十
度
の
高
熱
と
な
り
、「
肺
炎
に
紙
一
重
」
の
宣
告
を
受
け
た
。
御
蔭
で

今
日
は
八
度
台
に
漕
ぎ
つ
け
た
が
、
当
分
絶
対
安
静
と
い
ふ
あ
じ
き
な
き
次
第
と

は
相
成
っ
た
。
い
ま
は
た
ゞ
床
の
中
で
、
志
賀
高
原
で
君
の
描
く
美
し
い
（
？
）

シ
ュ
プ
ー
ル
を
思
ひ
浮
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。
目
下
、
之
を
機
縁
に
発
生
す
る
で

あ
ら
う
家
の
anti-Skim
ovem
entに
如
何
に
対
抗
す
べ
き
か
に
苦
慮
し
て
ゐ

る
。
そ
ん
な
わ
け
で
ト
ー
ヤ
ン
に
も
よ
ろ
し
く
い
っ
て
く
れ
。
そ
れ
は
さ
う
と
、

石
井
は
野
沢
に
頑
張
っ
た
が
そ
っ
ち
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
か
。
で
は
精
々
妙
技

を
振
ひ
給
へ
。
あ
ゝ
く
や
し
い
っ
！

佐
夜
奈
良

﹇
葉
書
表
﹈
長
野
県
志
賀
高
原
発
哺
温
泉
、
天
狗
ノ
湯
内

小
山
忠
恕
様

東
京
に
て

ま
さ
を

〔
ス
キ
ー
で
の
無
理
が
祟
っ
て
高
熱
を
発
し
、小
山
の
発
哺
行
き
の
誘
い
を
断
る
〕

〇
「
当
分
絶
対
安
静
」。
丸
山
文
庫
所
蔵
の
波
多
野
精
一
著
『
宗
教
哲
学
』（
岩
波
全
書
、
昭
和
一

〇
年
四
月
第
一
刷
発
行
）
の
本
文
末
尾
に
は
（
三
一
八
頁
）、「
年
の
始
め
よ
り
肋
膜
肺
炎
を
患
ひ

て
漸
く
床
を
離
る
ゝ
を
許
さ
れ
た
る
日
、
一
九
三
八
・
三
・
五
読
了
」
と
い
う
丸
山
の
メ
モ
が
あ

る
。
本
書
簡
の
こ
の
一
節
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
正
月
初
め
か
ら
二
ヶ
月
間
、
病
床
生
活
を
送
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
『
回
顧
談
』
上
巻
二
一
六
―
二
一
七
頁
に
こ
の
時
を
回
想
し
て
、
ス
キ
ー
に

行
っ
て
肺
炎
に
な
り
、
療
養
の
た
め
に
半
年
近
く
大
学
を
休
ん
だ
と
あ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て

『
集
』
別
巻
「
年
譜
」
四
一
頁
に
も
そ
の
趣
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
四
月
か
ら
職
場
復

帰
し
た
よ
う
で
あ
る
（
本
『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
掲
載
の
丸
山
眞
男
宛
南
原
繁
第
四
書
簡
を
参
照
）。

〇
「
ト
ー
ヤ
ン
に
も
よ
ろ
し
く
」。「
ト
ー
ヤ
ン
」
は
天
狗
の
湯
の
主
人
・
関
金
治
郎
の
愛
称
で
、

こ
の
一
節
は
丸
山
が
す
で
に
彼
と
懇
意
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
か
ら
も
前
年
（
三

七
年
夏
）の
発
哺
滞
在
が
裏
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
金
治
郎
の
長
男
・
関
金
三
郎
の
回
想
に
よ
れ
ば
、

金
三
郎
は
日
中
戦
争
開
始
後
間
も
な
く
徴
兵
さ
れ
、
そ
の
三
ヶ
月
後
に
父
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後

は
母
と
姉
妹
の
女
三
人
が
宿
を
切
り
盛
り
し
た
と
い
う
（「
発
哺
清
談
」『
手
帖
』
第
７
号
、
二
九

―
三
〇
頁
）。
と
す
れ
ば
こ
の
書
簡
執
筆
時
点
で
ト
ー
ヤ
ン
は
病
床
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

〇「
石
井
は
野
沢
に
頑
張
っ
た
」。「
石
井
深
一
郎
の
こ
と
」に「
石
井
と
あ
る
冬
に
野
沢
に
ス
キ
ー

に
行
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
後
文
に
「
そ
れ
は
日
中
戦
争
が
す
で
に
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
て
い

た
こ
ろ
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（『
集
』
第
十
二
巻
六
頁
）。

〇
〇
八
（
丸
山
）
一
九
三
八
年
五
月
六
日
（
消
印
）

昨
日
は
僕
を
待
っ
て
て
く
れ
た
さ
う
で
全
く
も
っ
て
申
訳
な
し
。
実
は
兄
貴
に

会
っ
た
の
で
そ
の
ま
ゝ
一
緒
に
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
。
そ
の
中
ゆ
っ
く
り
だ﹅

べ﹅

り﹅

た
い
。
と
こ
ろ
で
今
度
第
二○

共
同
研
究
室
が
国
家
学
会
の
本
部
に
な
っ
た
の
で
小

生
も
引
越
す
事
に
な
っ
た
。
電
話
は
小
石
川
五ゴ

三ミ

五ゴ

八ヤ

（
こ
れ
は
前
と
同
じ
）
の
、

三
四
三
番
だ
。
退
屈
で
こ
ま
る
時
は
か
け
て
く
れ
。
そ
れ
か
ら
君
の
ア
ド
レ
ス
を

か
い
た
名
刺
を
ど
っ
か
へ
な
く
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
済
ま
ん
が
序
の
節
御
教
示
を
請

ふ
。（
電
話
番
号
も
）
ま
づ
は
右
御
わ
び
と
御
願
ま
で
。

﹇
葉
書
表
﹈
麹
町
区
丸
ノ
内
日
本
興
業
銀
行
調
査
課

小
山
忠
恕
様

杉
並
区
西
高
井
戸
二
ノ
三
七

丸
山
眞
男

〔
研
究
室
の
移
動
を
知
ら
せ
、
転
居
し
た
小
山
の
連
絡
先
を
尋
ね
る
〕

〇
「
兄
貴
」。
丸
山
鐡
雄
。
滝
川
事
件
の
際
に
京
大
闘
争
に
参
加
。
青
少
年
期
の
眞
男
は
文
学
映

画
歌
謡
新
劇
等
へ
の
関
心
面
で
鐡
雄
か
ら
大
き
な
影
響
を
う
け
た
。
伝
記
に
尾
原
宏
之
著
『
娯

楽
番
組
を
創
っ
た
男
』（
白
水
社
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。

〇
「
小
生
も
引
越
す
」。
国
家
学
会
の
本
部
が
第
一
共
同
研
究
室
か
ら
第
二
共
同
研
究
室
に
移
る

の
に
伴
い
、
丸
山
も
第
二
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
移
動
の
事
実
は
従
来
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
東
京
帝
大
の
電
話
番
号
の
「
五
三
五
八
」
が
「
ゴ
ミ
ゴ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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〇
「
君
の
ア
ド
レ
ス
」。
こ
の
記
述
か
ら
小
山
が
こ
の
頃
（
お
そ
ら
く
齋
藤
精
一
宅
か
ら
）
転
居

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
が
渋
谷
区
向
山
町
七
〇
で
あ
る
。
丸
山
彰
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、

父
の
小
山
磐
が
定
年
を
迎
え
て
小
山
家
全
体
が
名
古
屋
か
ら
こ
の
地
に
移
り
、
忠
恕
も
同
居
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
集
』
別
巻
「
年
譜
」
四
六
―
四
七
頁
に
、
小
山
の
妹
の
ゆ
か
里
が

三
八
年
に
こ
の
住
所
に
転
居
し
た
と
あ
る
の
も
こ
れ
と
関
連
す
る
。
た
だ
翌
年
小
山
磐
が
死
去
し

て
、
小
山
家
は
目
黒
区
宮
前
町
一
六
六
四
番
地
（
の
ち
番
地
変
更
で
六
四
番
地
）
に
転
居
す
る
。

〇
〇
九
（
丸
山
）
一
九
三
八
年
五
月
二
五
日

そ
の
後
御
無
沙
汰
。
暢
気
に
御
勤
め
の
こ
と
と
思
ふ
。
僕
は
目
下
眼
の
ま
は
る

程
忙
し
い
。
辻
〔
清
明
〕
先
生
に
も
赤
紙
が
舞
ひ
込
ん
だ
ん
で
、
と
う
〳
〵
雑
誌

を
一
人
で
き
り
も
り
す
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
ご
ろ
の

召
集
は
す
ご
い
ね
。
去
年
の
第
一
補
充
で
残
っ
て
る
奴
は
殆
ど
居
な
く
な
っ
た
。

今
朝
も
森
久
を
送
っ
て
来
た
と
こ
ろ
。
君
は
検
査
は
何
時
だ
？

乙
に
だ
け
は
な

る
な
よ
。
甲
に
非
ん
ば
丙
だ
。
今
晩
宮
澤
〔
俊
義
〕
さ
ん
と
飯
を
食
ふ
事
に
な
っ

て
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
聴
け
ず
に
残
念
。
石
井
に
は
ち
っ
と
も
会
は

な
い
。
亀
田
は
て﹅

い﹅

髪
し
て
頑
張
っ
て
ゐ
る
。
橘
、
名
古
屋
に
赴
任
。
晩
春
寂
寞

た
り
。

﹇
葉
書
表
﹈
渋
谷
区
向
山
町
七
〇

小
山
忠
恕
様

本
郷
、
丸
山
眞
男

10.a.m
.25th.

〔
雑
誌
編
集
を
一
人
で
担
う
に
至
っ
た
事
情
や
友
人
ら
の
動
向
を
報
告
〕

〇
「
辻
先
生
に
も
赤
紙
が
舞
ひ
込
ん
だ
」。「
青
年
学
徒
と
し
て
の
辻
清
明
」
に
よ
れ
ば
、
研
究
室

に
残
っ
た
政
治
系
の
三
人
の
助
手
の
う
ち
、
ま
ず
佐
藤
功
が
「
昭
和
十
二
年
の
暮
に
赤
紙
召
集
を

受
け
、
札
幌
の
部
隊
に
、
つ
い
で
北
支
戦
線
に
赴
い
た
。
そ
う
し
て
翌
十
三
年
の
六
月
に
は
辻
君

が
応
召
し
た
」（『
集
』
第
十
五
巻
二
三
二
頁
）。
こ
の
記
述
と
本
書
簡
と
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

辻
は
五
月
下
旬
に
召
集
令
状
を
受
取
り
、
六
月
に
入
営
し
た
と
わ
か
る
。
こ
の
た
め
『
国
家
学
会

雑
誌
』
の
編
集
は
丸
山
が
す
べ
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
元
学
生
と
の
座
談
「
丸
山
先

生
を
囲
ん
で
」
に
は
、
ま
ず
佐
藤
に
赤
紙
が
来
た
あ
と
「
そ
の
次
ぼ
く
に
来
た
け
ど
、
こ
れ
は
翌

日
解
除
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
翌
年
辻
君
が
や
ら
れ
て
、
助
手
の
二
年
目
の
後
半
に
な
る
と
ぼ

く
だ
け
（
残
っ
た
）」
と
い
う
（
一
九
六
六
年
一
〇
月
、『
座
談
』
７
、
五
〇
頁
）。
こ
こ
で
「
翌
日

解
除
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
は
、「
青
年
学
徒
と
し
て
の
辻
清
明
」
に
丸
山
が
「
昭
和
十
三
年
の
召

集
で
即
日
（
正
確
に
は
翌
日
）
帰
郷
と
な
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
の
に
一
致
し
、『
集
』
別
巻
「
年

譜
」
の
一
九
三
八
年
九
月
の
項
に
「
二
等
兵
教
育
召
集
に
よ
り
松
本
市
の
歩
兵
第
五
〇
連
隊
補
充

隊
に
応
召
、
即
日
帰
郷
」
と
あ
る
件
を
さ
し
て
い
る
。
一
方
、
前
記
の
よ
う
に
辻
の
召
集
入
営
は

同
年
五
―
六
月
で
そ
れ
は
九
月
の
丸
山
よ
り
早
い
か
ら
、
丸
山
が
佐
藤
の
後
に
「
ぼ
く
に
来
た
」

と
い
う
の
は
記
憶
違
い
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

〇
「
去
年
の
第
一
補
充
で
残
っ
て
ゐ
る
奴
は
殆
ど
居
な
く
な
っ
た
」。
こ
の
一
節
か
ら
も
丸
山
が

去
年（
三
七
年
）受
け
た
徴
兵
検
査
の
結
果
、第
一
補
充
兵
要
員
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

〇
「
乙
に
だ
け
は
な
る
な
よ
」。
補
充
要
員
と
な
り
、
召
集
令
状
が
い
つ
来
る
か
を
気
に
し
つ
つ

落
ち
着
か
な
い
日
々
を
送
る
不
快
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〇
「
森
久
」。
一
高
時
代
の
同
期
生
、
森
久
弥
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
（
文
科
甲
類
一
組
で
文
乙
の

丸
山
と
ク
ラ
ス
は
違
う
）。「
亀
田
」。
一
高
文
乙
の
同
級
生
・
亀
田
喜
美
治
。
亀
田
は
小
樽
中
学

を
卒
業
後
、
一
高
受
験
に
二
度
失
敗
し
、
東
京
府
立
一
中
の
補
修
科
に
入
学
、
そ
こ
で
や
は
り
一

高
に
落
ち
た
五
年
生
の
丸
山
と
知
り
あ
っ
た
。
丸
山
の
親
友
の
一
人
と
な
り
、
丸
山
は
彼
を
介

し
て
永
山
正
昭
、
岸
秀
雄
と
も
親
し
く
な
っ
た
（
永
山
正
昭
『
星
星
之
火
』
一
一
頁
な
ど
。
み
す

ず
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）。「
て
い
髪
し
て
頑
張
っ
て
ゐ
る
」
事
情
は
未
詳
。
軍
隊
生
活
を
叙
し
た

も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
亀
田
い
づ
み
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
亀
田
は
身
体
検
査
で
は
ね

ら
れ
て
入
隊
し
な
か
っ
た
と
い
う
）。「
橘
」。
一
高
文
乙
の
同
級
生
・
橘
喬
を
さ
す
。
卒
業
記
念

の
集
合
写
真
（
丸
山
彰
氏
蔵
）
で
同
定
で
き
る
。

〇
「
シ
ュ
ー
マ
ン
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」。「
Ｎ
響
演
奏
会
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
新
交
響
楽
団
は
こ
の

年
五
月
二
五
日
に
、
Ｊ
・
ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
指
揮
に
よ
り
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

イ
短
調
作
品

を
演
奏
し
て
い
る（
ピ
ア
ノ
井
上
園
子
、日
比
谷
公
会
堂
）。
ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
ト
ッ

54

ク
（
一
八
九
五
―
一
九
八
五
）
は
一
九
三
六
年
八
月
に
来
日
し
て
新
響
の
常
任
指
揮
者
と
な
り
、
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厳
し
い
指
導
で
楽
団
の
水
準
向
上
に
貢
献
し
た
。
当
日
は
他
に
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
交
響
曲
第
四
番

や
ラ
ヴ
ェ
ル
の
「
道
化
師
の
朝
の
歌
」（
い
ず
れ
も
日
本
初
演
）
な
ど
が
演
奏
さ
れ
た
。

〇
一
〇
（
小
山
）
一
九
三
八
年
六
月
一
〇
日

そ
の
後
元
気
に
て
候
ふ
や
。
小
生
は
相
変
ら
ず
。
ど
う
や
ら
模
範
的
な
る
月
給

取
り
に
転
身
し
了
っ
た
模
様
で
す
。

先
夜
の
新
響
は
、
当
日
に
な
っ
て
急
に
中
学
時
代
の
友
人
の
訃
報
に
接
し
て
、

通
夜
に
出
向
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
残
念
至
極
で
し
た
。
お
ま
け
に
御
通
夜
流

れ
に
銀
座
あ
た
り
に
進
出
の
こ
と
、
危
惧
の
如
く
に
し
て
、
重
ね
〳
〵
遺
憾
の
極

み
で
あ
り
ま
し
た
。

徴
兵
検
査
二
十
五
日
に
て
、
そ
の
中
何
時
か
色
々
な
こ
と
を
聞
き
に
参
上
仕
り

度
く
、
暇
の
節
御
呼
出
し
願
へ
れ
ば
幸
甚
で
す
。

石
井
は
こ
の
頃
如
何
。
岡
本
、
江
頭
等
よ
り
便
り
は
な
い
か
し
ら
。
此
の
頃
誰

に
も
会
は
ず
、
誰
に
も
手
紙
を
書
か
ず
、
専
ら
蟄
居
屏
息
の
体
に
て
、
我
な
が
ら

無
気
力
に
呆
れ
て
ゐ
る
次
第
。

岩
波
に
あ
る
ジ
ン
メ
ル
の
哲
学
入
門
を
読
み
ま
し
た
か
。
此
の
中
に
あ
る
ヘ
ー

ゲ
ル
の
生
成

―
乃
至
運
動

―
の
概
念
の
説
明
に
感
心
し
た
。
僕
は
ヘ
ー
ゲ
ル

の
弁
証
法
の
何
物
た
る
か
を
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
此
処
に
無﹅

時﹅

間﹅

的﹅

な﹅

運﹅

動﹅

と
い

ふ
概
念
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
、
大
い
に
解
明
さ
れ
た
や
う
に
思
ふ
。
ジ
ン

メ
ル
と
い
ふ
奴
は
元
来
あ
ま
り
面
白
く
な
い
が
、
此
の
点
だ
け
は
大
い
に
啓
発
さ

れ
た
。
論
理
的
な
も
の
と
歴
史
的
な
も
の
と
の
関
聯
に
、
一
つ
の
新
し
い
見
方
が

可
能
に
な
っ
た
や
う
な
気
が
し
て
ゐ
る
訳
で
す
。

面
白
い
話

―
面
白
く
も
な
い
か
も
知
れ
ん
が

―
一
つ
。
外
字
新
聞
の
海
外

市
場
相
場
を
見
て
み
る
と
、
倫
敦
の
対
日
為
替
は
一
志
二
片
〔
一
シ
リ
ン
グ
二
ペ

ン
ス
〕
を
下
廻
っ
て
、
一
志
一
片

位
の
と
こ
ろ
で
す
。
つ
ま
り
同
盟
の
倫
敦
電

7/8

報
は
毎
日
ウ
ソ
を
報
じ
て
居
る
訳
で
あ
る
。
事
の
本
質
は
別
問
題
だ
が
、
電
報
料

だ
け
は
惜
し
い
と
思
ふ
こ
と
で
す
。

わ
れ
な
が
ら
妙
ち
き
り
ん
な
文
章
で
嫌
に
な
っ
た
か
ら
止
め
る
。
何
か
面
白
い

本
が
あ
っ
た
ら
教
へ
て
下
さ
い
。
丸
善
の
切
手
を
貰
っ
た
か
ら
、
何
か
買
は
う
と

思
ふ
の
だ
が
、
あ
ま
り
面
白
さ
う
な
本
が
な
い
の
で
考
へ
て
ゐ
る
。

研
究
室
の
電
話
番
号
を
忘
れ
た
の
で
、
手
紙
を
書
い
た
。さ

よ
な
ら
。

眞
男
様

一
九
三
八
・
六
・
一
〇
・

﹇
封
筒
表
﹈
市
内
杉
並
区
西
高
井
戸
二
ノ
三
七

丸
山
眞
男
様

﹇
封
筒
裏
﹈
小
山
忠
恕

〔
銀
行
員
生
活
の
近
況
と
ジ
ン
メ
ル
著
の
感
想
、
同
盟
の
為
替
相
場
報
道
へ
の
疑

念
を
伝
え
る
〕

〇
「
月
給
取
り
」。
東
京
帝
大
経
済
学
部
を
卒
業
し
日
本
興
業
銀
行
に
就
職
し
た
こ
と
を
さ
す
。

〇
「
徴
兵
検
査
」。
大
学
を
卒
業
し
た
小
山
に
さ
っ
そ
く
通
知
が
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
検

査
を
う
け
た
丸
山
か
ら
様
子
を
聞
こ
う
と
し
て
い
る
。

〇
「
石
井
」「
岡
本
」
は
第
四
、
第
二
書
簡
の
注
を
参
照
。「
江
頭
」
は
一
高
文
乙
の
同
級
生
・
江

頭
彦
造
。
卒
業
記
念
の
集
合
写
真
（
丸
山
彰
氏
蔵
）
で
同
定
で
き
る
。

〇
「
ジ
ン
メ
ル
の
哲
学
入
門
」。
岩
波
文
庫
版
で
出
た
ジ
ン
メ
ル
の
『
哲
学
の
根
本
問
題
』
を
さ

す
よ
う
で
あ
る
（
一
九
三
八
年
五
月
刊
、
勝
田
守
一
・
玉
井
茂
訳
）。
第
二
章
「
存
在
と
生
成
」
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（
文
庫
版
で
は
八
八
―
一
〇
七
頁
）
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
形
而
上
学
的
生
成
」
の
分
析
に
当
て
ら
れ

て
い
る
。
丸
山
文
庫
所
蔵
版
で
は
九
八
、
九
九
頁
に
折
込
み
が
あ
る
（
登
録
番
号
0189289）。

〇
「
同
盟
の
倫
敦
電
報
」。『
通
信
社
史
』（
通
信
社
史
刊
行
会
編
、
通
信
社
史
刊
行
会
、
一
九
五
八

年
）
に
よ
れ
ば
、
同
盟
通
信
は
「
内
外
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
、
商
況
、
相
場
等
を
集
め
て
、
こ
れ
を

…
…
全
国
主
要
地
の
取
引
所
、
銀
行
、
会
社
、
商
店
等
へ
毎
日
刻
々
に
速
報
」
し
て
お
り
、
こ
の

「
経
済
通
信
」
に
は
「
為
替
電
報
」
を
含
む
「
海
外
経
済
電
報
」
が
あ
っ
た
と
あ
る
。
お
そ
ら
く

こ
れ
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

〇
「
ウ
ソ
を
報
じ
て
居
る
」。
当
時
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
株
式
」
欄
の
「
海
外
電
報
」
で
「
倫

敦
為
替
相
場
」
を
み
る
と
、
連
日
の
よ
う
に
「
英
日
一
志
二
片
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

〇
「
丸
善
の
切
手
」。『
丸
善
百
年
史
』
上
巻
（
丸
善
株
式
会
社
編
、
丸
善
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ

れ
ば
、
丸
善
は
明
治
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
書
籍
等
と
引
き
換
え
が
で
き
る
「
御
進
物
用
切
手
」
を

発
行
し
て
お
り
、
こ
れ
は
の
ち
に
「
商
品
切
手
」
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
。

〇
一
一
（
丸
山
）
一
九
三
八
年
六
月
二
八
日
（
消
印
）

篠
〔
ノ
〕
井
駅
か
ら
の
葉
書
、「
杉
並
区
西﹅

荻﹅

窪﹅

」
な
る
宛
名
が
よ
っ
ぽ
ど
郵
便

夫
氏
を
悩
ま
し
た
と
見
え
て
三
枚
許
り
付
箋
を
ブ
ラ
下
げ
て
舞
ひ
込
ん
だ
。
君
に

似
合
は
ず
よ
ほ
ど
の
ぼ
せ
て
ゐ
た
と
見
え
る
。
知
ら
ず
、
惜
し
く
も
甲
種
を
逸
し

た
る
憤
懣
の
為
め
か
、
は
た
ま
た
丙
種
の
汚
名
を
免
れ
た
る
欣
喜
雀
躍
の
為
せ
る

業
か
。
そ
れ
に
し
て
も
僕
よ
り
上
席
と
は
驚
い
た
。
日
本
の
前
途
大
い
に
憂
ふ
る

に
足
る
。
兎
も
角
、
小
山
二
等
兵
の
颯
爽
た
る
姿
が
早
く
み
た
い
も
の
。

こ
な
い
だ
音
楽
学
校
の
演
奏
会
な
る
も
の
に
始
め
て
行
っ
た
が
、
な
る
ほ
ど

シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー
が
ト
ン
ガ
ラ
か
る
の
も
無
理
な
い
と
思
っ
た
。
木
管
部
な
ど
、

チ
ン
ド
ン
屋
の
方
が
ま
し
な
位
。
喘
息
病
み
み
た
い
な
フ
ル
ー
ト
に
は
全
く
恐
れ

入
っ
た
。
目
下
多
忙
。

﹇
葉
書
表
﹈
渋
谷
区
向
山
町
七
〇

小
山
忠
恕
様

ま
さ
を

〔
受
検
結
果
を
知
ら
せ
る
小
山
書
簡
へ
の
返
事
と
音
楽
学
校
演
奏
会
の
感
想
〕

○
「
篠し

の

ノ
井
駅
」。
信
越
本
線
の
駅
名
。
小
山
の
実
家
（
父
・
磐
の
実
家
）
が
あ
る
長
野
県
更
級
郡

青
木
島
村
か
ら
七
〜
八
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
松
本
で
徴
兵
検
査
を
受
け
た
小
山
は

実
家
に
た
ち
寄
り
、
そ
れ
か
ら
東
京
へ
の
帰
途
、
篠
ノ
井
駅
で
丸
山
宛
の
葉
書
を
投
函
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

〇
「
西
荻
窪
」。
当
時
の
丸
山
の
住
所
は
「
西
高
井
戸
」
だ
が
、
小
山
は
前
に
「
荻
窪
」
に
下
宿
し

て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
二
つ
を
混
淆
し
て
「
西
荻
窪
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
郵
便
局
で
は
宛
先

の
同
定
に
苦
労
し
た
あ
げ
く
、
よ
う
や
く
丸
山
の
手
元
に
届
い
た
こ
と
に
な
る
。

〇
「
僕
よ
り
上
席
」。
徴
兵
検
査
の
結
果
、
小
山
は
第
一
乙
種
合
格
の
判
定
を
受
け
た
の
で
あ
ろ

う
。

〇
「
音
楽
学
校
の
演
奏
会
」。『
東
京
音
楽
学
校
一
覧
』
自
昭
和
十
三
年
至
同
十
四
年
補
遺
（
東
京

音
楽
学
校
編
、
一
九
三
九
―
四
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
六
月
二
五
日
に
日
比
谷
公
会
堂

で
東
京
音
楽
学
校
の
「
第
八
十
四
回
定
期
音
楽
演
奏
」
が
行
わ
れ
た
。
曲
目
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
『
ロ
ザ
ム
ン
デ
』
序
曲
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
カ
ン
タ
ー
タ
『
海
の
静
け
さ
と
楽
し
き
航
海
』

作
品

、
ア
ル
ミ
ン
・
ク
ナ
ッ
プ
の
『
マ
リ
ア
古
潭
』、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
『
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』
作
品

112
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
交
響
曲
第
２
番
ニ
長
調
』
作
品

で
あ
る
。

53
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〇「
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー
」。
ド
イ
ツ
人
指
揮
者
Ｈ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー（
一
九
〇
六
―
二
〇
〇
〇
）。

マ
イ
ン
ツ
州
立
歌
劇
場
の
総
指
揮
者
だ
っ
た
が
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
と
結
婚
し
た
た
め
ナ
チ
ス
に
罷

免
さ
れ
、
日
本
を
経
て
一
九
三
八
年
に
渡
米
し
た
。
丸
山
の
こ
の
記
述
は
日
本
滞
在
中
の
逸
話

で
あ
ろ
う
。

〇
一
二
（
小
山
）
一
九
三
八
年
一
一
月
二
一
日
（
消
印
）

〔
抜
刷
「
ス
タ
ン
プ
付
手
形
制
度
に
就
い
て
」（
日
本
興
業
銀
行
調
査
課
、
一
九
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三
八
年
一
一
月
）
の
送
付
〕

﹇
封
筒
表
﹈
本
郷
区
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
研
究
室
内

丸
山
眞
男
様

﹇
封
筒
裏
﹈東
京
市
麹
町
区
丸
ノ
内
壱
丁
目
八
番
地（
東
京
中
央
局
私
書
箱
第
八
四
号
）

株
式
会
社
日
本
興
業
銀
行
調
査
課

小
山
忠
恕

○
送
付
状
な
し
。

〇
一
三
（
丸
山
）
一
九
四
二
年
二
月
一
一
日
（
消
印
）

ホ
ッ
ポ
・
ヴ
ァ
ラ
イ
エ
テ
ィ
ー

◦
雪
は
粉
雪
、
天
気
は
快
晴
、
然
り
而
し
て
我
転
ぶ
。

◦
ど
う
し
て
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
い
ふ
奴
は
ど
れ
も
こ
れ
も
似
た
様
な
顔
を
し
て
る
ん

だ
ら
う
。

◦
琵
琶
池
ヒ
ュ
ッ
テ
で
井
上
さ
ん
（
山
ス
キ
ー
の
権
化
、
ゆ
か
り
さ
ん
が
知
っ
て

ゐ
る
）
の
聞
い
た
話
、
―
あ
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
曰
く
、「
発
哺
な
ん
て
全﹅

然﹅

滑﹅

る﹅

と﹅

こ﹅

ろ﹅

が﹅

な﹅

い﹅

じ
ゃ
な
い
か
、
あ
ん
な
処
に
一
個
月
も
ゐ
る
奴
の
気
が
し
れ
な

い
（
こ
れ
、
実
に
井
上
さ
ん
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
）、
大
方
女
中
に
で
も
構
っ

て
ゐ
る
ん
だ
ら
う
」と
。
宿
帳
を
調
べ
る
と
天
狗
に
一
泊
し
て
ゐ
る
。
帳
場
で
、

満
場

―
と
い
っ
て
も
井
上
さ
ん
と
僕
と
カ
ァ
ち
ゃ
ん
と
雪
ち
ゃ
ん
の
四
人

―
一
致
、
爾
後
天
狗
へ
の
出
入
禁
止
を
決
議
。

◦
今
日
寺
島
、
の
ぞ
き
の
下
の
直
滑
降
で
ス
キ
ー
を
折
り
、
有
終
の
美
を
な
し
て

帰
る
。
君
の
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ェ
も
相
当
御
奉
公
す
る
ね
。

◦
雪
ち
ゃ
ん
、
足
を
捻ネ

ン

坐
し
て
意
気
す
こ
ぶ
る
あ
が
ら
ず
。

﹇
葉
書
表
﹈
目
黒
区
宮
前
町
一
六
六
四

小
山
忠
恕
様

長
野
県
志
賀
高
原
発
哺
温
泉
、
天
狗
ノ
湯

丸
山
眞
男

〔
発
哺
で
山
ス
キ
ー
に
興
じ
る
様
子
と
知
人
の
動
向
を
伝
え
る
〕

〇
「
琵
琶
池
」。『
手
帖
』
第
７
号
、
二
八
頁
に
掲
載
さ
れ
た
「
志
賀
高
原
概
略
図
」
に
よ
れ
ば
、

志
賀
草
津
道
路
（
国
道
二
九
二
号
）
を
は
さ
ん
で
、
丸
池
の
北
側
に
位
置
す
る
池
。「
丸
池
」
は
長

野
電
鉄
・
湯
田
中
駅
か
ら
の
バ
ス
の
終
点
で
、
発
哺
温
泉
最
寄
り
の
バ
ス
停
だ
っ
た
。

〇
「
井
上
さ
ん
」。
未
詳
。

〇
「
ゆ
か
り
さ
ん
」。
小
山
磐
の
四
女
（
忠
恕
の
妹
）
で
、
後
に
丸
山
の
妻
と
な
る
。

〇「
カ
ァ
ち
ゃ
ん
と
雪
ち
ゃ
ん
」。
関
金
治
郎
の
妻
と
そ
の
長
女
を
さ
す
。
金
治
郎
が
亡
く
な
り
、

息
子
の
金
三
郎
（
お
そ
ら
く
そ
の
弟
の
豊
治
）
も
出
征
し
て
、
天
狗
の
湯
の
経
営
は
彼
女
ら
の
肩

に
か
か
っ
て
い
た
（
前
掲
「
発
哺
清
談
」
参
照
）。
雪
ち
ゃ
ん
に
は
、
妹
の
房
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
竹

下
由
美
子
の
遊
び
友
だ
ち
だ
っ
た
（
前
掲
第
六
書
簡
の
注
で
あ
げ
た
「
山
の
友
だ
ち
」
参
照
）。

〇
「
寺
島
」。
寺
島
友
之
を
さ
す
か
。
大
日
本
図
書
出
版
株
式
会
社
や
中
教
出
版
社
の
編
集
者
と

な
る
。
丸
山
文
庫
に
は
彼
か
ら
の
来
簡
が
あ
る
。

〇
「
君
の
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ェ
も
相
当
御
奉
公
す
る
」。
Spitze
は
山
の
頂
を
意
味
す
る
ド
イ
ツ
語
。

発
哺
温
泉
周
辺
の
山
ス
キ
ー
場
が
小
山
の
紹
介
で
仲
間
に
知
ら
れ
、
ス
キ
ー
を
折
る
よ
う
な
椿

事
も
生
じ
た
こ
と
を
ふ
ざ
け
て
書
い
て
い
る
。

〇
小
山
の
住
所
「
宮
前
町
一
六
六
四
」
は
、
同
町
六
四
の
小
山
家
の
番
地
変
更
前
の
住
居
表
示
。

〇
一
四
（
小
山
）
一
九
四
二
年
五
月
四
日
（
消
印
）

啓
。
こ
な
い
だ
は
御
馳
走
様
。

其
の
後
如
何
。
小
生
は
相
変
ら
ず
。

と
こ
ろ
で
一
つ
お
願
い
。
こ
れ
は
、
人
か
ら
頼
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、
序
が
あ
っ

た
ら
の
こ
と
で
よ
い
の
だ
が
、
日
本
の
財
団
抵
当
に
あ
た
る
あ
ち
ら
の
制
度
、
と
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り
わ
け
ド
イ
ツ
の
Bahneinheitの
制
度
に
つ
い
て
、
ア
チ
ラ
語
の
文
献
が
あ
っ

た
ら
、
教
へ
て
戴
き
た
い
の
で
す
が
。（
別
に
、
専
門
的
に
委
し
く
調
べ
た
人
で
も

な
い
ら
し
い
か
ら
、
い
ゝ
か
げ
ん
で
結
構
）。

﹇
葉
書
表
﹈
市
内
本
郷
区
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
研
究
室
内

丸
山
助
教
授
殿

目
黒
区
宮
前
町
五
四

小
山
忠
恕

〔
日
本
の
財
団
抵
当
に
対
応
す
る
ド
イ
ツ
の
制
度
の
調
査
を
依
頼
〕

○
葉
書
表
に
法
学
部
事
務
受
付
に
よ
る
「
昭
和
拾
七
年
五
月
六
日
受
取
」
の
印
が
あ
る
。

〇
「
財
団
抵
当
」。
鉄
道
抵
当
法
、
鉱
業
抵
当
法
な
ど
の
特
別
法
に
基
づ
き
、
事
業
用
財
産
の
全

部
ま
た
は
一
部
（
財
団
）
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
る
抵
当
権
（『
広
辞
苑
』
の
摘
要
）。
後
文
に

Bahneinheitと
あ
る
の
で
、
小
山
は
と
く
に
鉄
道
事
業
の
抵
当
権
制
度
に
つ
い
て
情
報
を
求
め

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

〇
一
五
（
丸
山
）
一
九
四
二
年
六
月
二
日
（
消
印
）

前
略
、
石
井
が
去
る
廿
五
日
に
盲
腸
手
術
を
し
て
、
目
下
、
本
郷
医
院
に
入
院

中
。
す
こ
し
手
遅
れ
に
な
っ
た
の
で
化
膿
し
て
し
ま
ひ
、
あ
と
、
二
、
三
週
間
は

か
ゝ
る
ら
し
い
。
本
人
は
大
に
元
気
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
毎
日
澄
み
透
る
青
空
を

眺
め
て
無
聊
を
か
こ
っ
て
ゐ
る
。
場
所
左
の
如
し
。

〔
東
大
正
門
よ
り
本
郷
医
院
ま
で
の
経
路
を
図
示
し
て
あ
る
が
省
略
し
た
〕

﹇
葉
書
表
﹈
目
黒
区
宮
前
町
五
四

小
山
忠
恕
様

東
大
法
学
部
研
究
室
内

丸
山
眞
男

〔
石
井
深
一
郎
の
盲
腸
手
術
と
入
院
先
を
知
ら
せ
る
〕

〇
「
石
井
」
は
石
井
深
一
郎
。
前
掲
第
四
書
簡
の
注
参
照
。

〇
一
六
（
丸
山
）
一
九
四
二
年
八
月
一
八
日
（
消
印
）

暫
ら
く
御
無
沙
汰
。
変
り
な
い
？

小
生
は
だ
い
ぶ
変
り
が
あ
っ
た
。
と
い
ふ

の
は
仕
事
が
一
応
か
た
が
付
く
か
付
か
ぬ
中
に
、蕁
麻
疹
の
猛
烈
な
奴
に
襲
は
れ
、

閉
口
し
た
。
も
う
殆
ど
い
ゝ
が
、
ま
だ
毎
日
注
射
を
し
て
る
し
、
肉
と
魚
は
御
法

度
。
昨
日
は
と
う
〳
〵
し
び
れ
を
切
ら
し
て
禁
断
の
実
を
食
ひ
、
お
ま
け
に
ア
ル

コ
ー
ル
ま
で
注
入
し
た
が
、
さ
し
た
る
異
状
も
な
い
か
ら
、
も
う
大
丈
夫
だ
ら
う
。

発
哺
の
石
井
よ
り
矢
の
如
き
勧
誘
で
、
僕
も
校
正
終
り
次
第
行
か
う
か
と
思
っ
て

ゐ
る
、
二
十
三
、
四
日
頃
に
な
る
だ
ら
う
。
bonusを
m
alusに
し
て
馳
せ
参
ず

る
意
図
な
き
や
。
今
年
は
滑
坂
を
登
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
天
狗
は
相
当
の
混
雑

ら
し
い
。
よ
っ
ぽ
ど
暇
人
が
多
い
と
見
え
る
。
で
は
、
奥
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。

﹇
葉
書
表
﹈
目
黒
区
宮
前
町
五
四

小
山
忠
恕
様

東
大
法
学
部
研
究
室
内

丸
山
眞
男

〔
蕁
麻
疹
の
発
病
と
治
癒
を
知
ら
せ
発
哺
行
き
を
誘
う
〕

〇
「
校
正
終
り
次
第
」。
南
原
繁
『
国
家
と
宗
教
』
の
校
正
を
さ
す
。
本
『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
掲
載

の
南
原
第
五
書
簡
へ
の
注
（
六
七
頁
）
を
参
照
。

〇
「
bonusを
m
alusに
し
て
」。
bonus（
よ
い
）
と
m
alus（
悪
い
）
は
ラ
テ
ン
語
で
反
対
語
。

こ
こ
で
丸
山
は
小
山
に
、
も
ら
っ
た
賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
罰
金
（
マ
ル
ス
）
の
つ
も
り
で
旅
費

に
あ
て
、
発
哺
に
来
な
い
か
と
誘
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

〇
「
今
年
は
滑
坂
を
登
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」。
未
詳
。

〇
「
奥
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
」。
小
山
は
一
九
四
二
年
二
月
二
一
日
に
明
石
清
子
と
結
婚
式
を
あ
げ

（
三
月
三
日
入
籍
）、
実
家
か
ら
近
い
「
宮
前
町
五
四
」
に
新
居
を
構
え
た
（
丸
山
彰
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
）。
第
一
四
、
一
五
書
簡
の
小
山
の
住
所
が
同
番
地
に
な
っ
て
い
る
の
も
こ
れ
に
よ
る
。
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〇
一
七
（
丸
山
）
一
九
四
二
年
九
月
三
日
（
消
印
）

日
曜
日
は
雨
が
降
っ
た
の
で
出
掛
け
る
の
が
め
ん
ど
く
さ
く
な
り
、失
礼
し
た
。

夏
の
客
が
潮
の
ひ
く
様
に
引
上
げ
た
あ
と
、
山
の
湯
は
完
全
に
平
素
の
静
寂
を
と

り
戻
し
て
ゐ
る
。
番
ち
ゃ
ん
や
女
中
連
中
も
猛
然
な
多
忙
の
あ
と
、
一
種
の
痴
呆

状
態
に
陥
っ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
変
っ
た
こ
と
と
い
へ
ば
、
金
ち
ゃ
ん
が
帳
場
に

坐
っ
て
ゐ
る
こ
と
と
、別
館
の
洗
面
所
の
タ
イ
ル
が
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
た
こ
と
と
、

御
饋ヒ

ツ（
？
）
が
よ
く
普
通
の
料
理
屋
で
出
す
、
小
さ
な
漆
塗
の
飯
入
れ
に
下
落
（
昇

格
？
）
し
た
こ
と
位
の
も
の
。
西
館
の
亭
々
た
る
白
樺
の
林
、
厥
平
の
緩
や
か
な

ス
ロ
ー
プ
を
彩
る
高
山
植
物
、
あ
ゝ
何
と
い
ふ
尽
き
ざ
る
興
趣
だ
。
バ
ス
は
二
時

半
ご
ろ
ま
で
丸
池
行
が
あ
る
か
ら
、
夜
行
で
来
る
か
、
上
林
に
一
晩
ス
ト
ッ
プ
す

れ
ば
、
歩
か
な
く
て
す
む
。
花
田
に
も
折
が
あ
っ
た
ら
、
さ
う
伝
へ
て
ほ
し
い
。

石
井
は
元
気
。

A
ufdie

Berge
w
illich

steigen
W

o
die

dunkeln
T
annen

ragen,Bäche

rauschen,V
ögel

singen
U
nd

die
stolzen

W
olken

jagen.̶
aus

der

H
arzreise̶

﹇
葉
書
表
﹈
東
京
市
目
黒
区
宮
前
町
五
四

小
山
忠
恕
様

信
州
、
志
賀
高
原
、
発
哺
温
泉
、
天
狗
ノ
湯

丸
山
眞
男

〔
夏
の
繁
忙
期
が
過
ぎ
た
発
哺
宿
の
様
子
を
知
ら
せ
来
遊
を
促
す
〕

○
裏
面
写
真
は
「
高
天
ヶ
原
よ
り
志
賀
山
を
望
む
」（
小
林
義
治
撮
影
）。

〇
「
番
ち
ゃ
ん
」。
宿
の
番
頭
の
愛
称
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。

〇
「
金
ち
ゃ
ん
が
帳
場
に
坐
っ
て
ゐ
る
」。
関
金
三
郎
は
日
中
戦
争
開
始
三
ヶ
月
後
に
徴
兵
さ
れ

長
期
間
軍
務
に
服
し
た
。
こ
の
時
も
復
員
で
は
な
く
、
休
暇
で
家
に
戻
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る

（
前
掲
「
発
哺
清
談
」
二
九
頁
参
照
）。「
清
談
」
に
は
、
兵
役
を
嫌
が
る
友
人
の
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
う
た
め
、
昭
和
一
七
年
に
丸
山
を
研
究
室
に
訪
ね
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

〇
「
西
館
」
は
「
西
館
山
」
の
略
で
、
天
狗
の
湯
か
ら
み
る
と
、
奥
滋
賀
林
道
を
は
さ
ん
で
東
館

山
の
反
対
側
に
あ
っ
た
。

○
「
厥
平
」。
原
文
に
こ
う
あ
る
が
「
蕨
平
」
の
誤
記
か
。

〇
「
上
林
に
一
晩
ス
ト
ッ
プ
す
れ
ば
」。「
上
林
」
は
温
泉
地
で
、「
長
野
」
発
長
野
電
鉄
の
終
点

「
湯
田
中
」
と
、
発
哺
温
泉
の
最
寄
り
バ
ス
停
で
あ
る
「
丸
池
」
と
の
中
間
に
あ
る
。
こ
こ
で
丸

山
が
あ
げ
る
の
は
、
夜
行
列
車
で
長
野
ま
で
来
て
、
翌
朝
長
野
電
鉄
に
乗
り
換
え
て
湯
田
中
に
つ

き
、
さ
ら
に
バ
ス
で
上
林
温
泉
ま
で
来
て
一
泊
す
れ
ば
、
翌
日
遅
く
に
そ
こ
を
出
て
も
丸
池
ま
で

歩
か
ず
に
す
む
と
い
う
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

〇
「
花
田
」。
一
高
文
乙
の
同
級
生
・
花
田
（
黒
川
）
正
男
の
こ
と
。

〇
独
文
は
Ｈ
・
ハ
イ
ネ
の
『
ハ
ル
ツ
紀
行
』
の
序
詩
。
以
下
に
内
藤
匡
訳
を
紹
介
す
る
。「
山
へ

私
は
登
っ
て
行
か
う
、そ
こ
に
小
暗
き
樅
の
樹
聳
え
、小
川
は
さ
ゝ
や
き
、小
鳥
は
う
た
ひ
、雄
々

し
い
雲
が
み
空
を
か
け
る
」（『
ハ
ル
ツ
紀
行
』
四
頁
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
初
版
）。
な
お
ハ

イ
ネ
の
原
文
は
丸
山
文
庫
蔵
Buch
derLieder(登
録
番
号
0182660),S.215に
載
っ
て
い
る
。

〇
一
八
（
丸
山
）
一
九
四
二
年
一
一
月
三
〇
日
（
消
印
）

土
曜
日
は
失
礼
。
御
想
像
の
如
く
、
堀
切
来
り
、
二
人
で
菅
虎
と
大
島
寛
一
の

見
舞
に
行
っ
た
。
と
い
っ
て
も
御
存
知
だ
ら
う
が
、
菅
さ
ん
は
メ
ン
ボ
ー
（
例
の

鼻
に
さ
し
こ
む
棒
）
を
二
本
も
吞
み
込
ん
で
し
ま
ひ
、
先
日
開
腹
手
術
を
や
っ
た
。

幸
ひ
経
過
順
調
だ
が
、
先
生
こ
の
春
頃
か
ら
言
語
障
害
を
起
し
て
ゐ
て
口
が
き
け

ず
、
い
た
ま
し
い
感
じ
が
し
た
。
大
島
は
痔
の
手
術
で
、
偶
然
に
も
大
槻
外
科
で

菅
さ
ん
と
向
ひ
の
室
に
入
院
し
て
ゐ
る
。
も
う
五
、
六
日
で
退
院
す
る
ら
し
い
。

ど
う
も
土
曜
日
は
と
か
く
お
客
さ
ん
が
多
い
か
ら
、
来
る
時
は
御
電
話
を
請
ふ
。
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そ
の
う
ち
昼
飯
で
も
喰
ひ
に
来
な
い
か
。
本
郷
の
方
が
ダ
ン
ゼ
ン
有
能
だ
ぞ
。

い
ひ
遅
れ
た
が
、
転
出
を
祝
す
。
暇
が
出
来
た
ら
本
来
の
面
目
を
発
揮
し
て
大

に
勉
強
し
て
く
れ
。

﹇
葉
書
表
﹈
目
黒
区
宮
前
町
五
四

小
山
忠
恕
様

東
大
法
学
部
研
究
室
内

丸
山
眞
男

〔
菅
虎
雄
・
大
島
寛
一
を
見
舞
っ
た
報
告
と
小
山
の
転
出
祝
い
〕

〇
「
堀
切
」。
一
高
文
乙
の
同
級
生
・
堀
切
真
一
郎
の
こ
と
。

〇
「
菅
虎
」。
一
高
の
ド
イ
ツ
語
教
師
・
菅
虎
雄
。
夏
目
漱
石
の
親
友
と
し
て
知
ら
れ
る
。
丸
山

が
大
学
進
学
に
あ
た
り
ド
イ
ツ
文
学
専
攻
を
望
ん
だ
と
こ
ろ
、
鎌
倉
の
自
宅
に
呼
ば
れ
志
望
を

変
更
す
る
よ
う
に
諭
さ
れ
た
（『
回
顧
談
』
上
巻
一
九
〇
―
一
九
一
頁
）。

〇
「
大
島
寛
一
」。
文
科
甲
類
一
組
に
属
し
た
一
高
の
同
期
生
。
著
書
に
『
あ
る
大
蔵
官
僚
の
回

想
』（
図
書
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
り
、
一
九
三
七
年
大
蔵
省
入
省
後
の
経
歴
が
わ
か
る
。

四
一
年
五
月
に
企
画
院
に
出
向
、同
年
七
月「
関
東
軍
特
殊
演
習
」の
大
動
員
で
臨
時
召
集
さ
れ
、

新
潟
県
新
発
田
に
入
営
、
朝
鮮
の
会
寧
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
。
同
年
一
一
月
二
六
日
召
集

解
除
。
再
び
企
画
院
に
勤
め
、四
三
年
に
大
蔵
省
に
戻
っ
た
。
同
年
秋
に
再
召
集
、衛
生
隊
員（
担

架
兵
）
と
し
て
南
洋
諸
島
の
最
前
線
に
送
ら
れ
た
。
最
初
の
入
営
時
に
痔
を
悪
く
し
て
い
た
と

あ
り
（
同
著
七
五
頁
）、
召
集
解
除
さ
れ
た
一
年
後
に
手
術
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
丸
山
は
こ

の
見
舞
い
時
に
ナ
チ
ス
評
価
を
め
ぐ
っ
て
大
島
と
大
議
論
に
な
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
（「
生
き

て
き
た
道
」『
話
文
集
』
続
１
、
四
三
頁
）。

〇「
転
出
」。
興
銀
内
で
の
小
山
の
配
置
転
換
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。
第
一
九
書
簡
で
は
、

小
山
の
住
所
が
「
宮
前
町
五
四
」
か
ら
「
世
田
ヶ
谷
区
東
玉
川
町
一
九
一
」
に
変
っ
て
お
り
、
そ

れ
も
こ
の
転
出
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

〇
一
九
（
丸
山
）
一
九
四
三
年
五
月
二
六
日
（
消
印
）

御
無
沙
汰
し
て
る
が
、
そ
の
後
体
の
調
子
は
い
か
ゞ
。
行
き
た
い
と
思
ひ
な
が

ら
仕
事
が
重
な
っ
て
ど
う
に
も
動
き
が
と
れ
な
い
。
先
日
ゆ
う
ち
ゃ
ん
に
こ
と
づ

け
た
林
ゴ
と
バ
タ
受
取
っ
た
？

あ
れ
は
亀
田
が
君
に
や
っ
て
く
れ
と
言
っ
て

も
っ
て
来
た
も
の
だ
。
バ
タ
は
ま
だ
一
、
二
ポ
ン
ド
は
な
ん
と
か
あ
る
ら
し
い
。

代
金
が
い
る
の
で
い
さ
ゝ
か
恐
縮
し
て
ゐ
た
が
、
こ
の
上
必
要
な
様
な
ら
今
度

も
っ
て
行
く
。
同
僚
の
四
宮
が
や
は
り
ル
ン
ゲ
で
市
川
の
自
宅
で
寝
て
ゐ
る
の

で
、
そ
れ
の
見
舞
の
つ
い
で
に
岡
本
の
所
へ
寄
ら
う
か
と
思
っ
て
ゐ
る
。
と
に
か

く
今
は
キ
ュ
ウ
〳
〵
。
ゆ
ふ
べ
も
完
全
に
夜
明
し
し
た
。
奥
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。

堀
切
先
日
、
次
女
誕
生
と
の
こ
と
な
り
。

﹇
葉
書
表
﹈
世
田
ヶ
谷
区
東
玉
川
町
一
九
一

小
山
忠
恕
様

東
大
法
学
部
研
究
室
内

丸
山
眞
男

〔
小
山
の
体
調
を
気
遣
い
、
亀
田
か
ら
食
品
を
託
さ
れ
た
事
情
を
伝
え
る
〕

○
「
体
の
調
子
」。
後
文
に
「
ル
ン
ゲ
」（
肺
結
核
）
の
文
字
が
見
え
る
の
で
、
小
山
も
こ
の
病
気

を
前
か
ら
患
い
一
時
的
に
悪
化
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」。
小
山
家
で
使
わ
れ
て
い
た
「
ゆ
か
里
」
の
愛
称
。
こ
う
し
た
愛
称
を
丸
山

が
使
っ
て
い
る
こ
と
は
、
忠
恕
と
の
関
係
が
よ
り
親
密
さ
を
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〇
「
こ
と
づ
け
た
」。
ゆ
か
里
が
つ
け
て
い
た
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
三
年
五
月
一
九
日
に
小

山
藍
は
三
女
の
井
上
久
子
を
訪
ね
る
た
め
下
関
行
き
の
夜
行
列
車
で
東
京
駅
を
発
っ
た
。
丸
山

は
そ
の
見
送
り
の
場
で
リ
ン
ゴ
を
ゆ
か
里
に
託
し
た
と
い
う
（
以
上
二
点
は
丸
山
彰
氏
の
ご
教

示
に
よ
る
）。
小
山
は
体
調
不
良
で
見
送
り
に
行
け
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

〇
「
亀
田
」。
亀
田
喜
美
治
（
前
掲
第
九
書
簡
参
照
）。
一
説
に
、
亀
田
の
母
方
の
祖
父
母
が
北
海

道
に
い
た
の
で
、
こ
う
し
た
食
品
を
入
手
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

〇
「
同
僚
の
四
宮
」。
法
学
部
の
同
僚
で
民
法
専
攻
の
四
宮
和
夫
助
教
授
を
さ
す
。

〇
「
ゆ
ふ
べ
も
完
全
に
夜
明
し
」。「
東
洋
政
治
思
想
史
」
の
講
義
準
備
の
た
め
に
徹
夜
し
た
こ
と

を
い
う
。
戦
時
中
の
丸
山
の
講
義
実
績
に
つ
い
て
は
、「
戦
中
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
」

と
そ
の
「
解
題
」
を
参
照
（『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
８
号
、
二
〇
一
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三
年
三
月
所
収
）。
問
題
は
そ
の
時
期
で
あ
り
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
﹇
第
七
冊
﹈
日
本
政
治
思
想

史
一
九
六
七
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
の
巻
末
に
収
録
さ
れ
た
「
講
義
年
譜
」
は
、
一
九
九
八
年
一

二
月
刊
の
初
版
の
記
載
を
二
〇
一
七
年
一
〇
月
刊
の
二
刷
で
改
訂
し
て
い
る
が
、
後
者
で
も
一

九
四
二
、
四
三
年
の
講
義
は
、
一
〇
月
か
ら
翌
年
一
月
の
開
講
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
本
書
簡
と

次
の
書
簡
か
ら
わ
か
る
の
は
、
少
な
く
と
も
四
三
年
に
関
し
て
は
、
丸
山
が
夏
学
期
に
講
義
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
夏
・
冬
両
学
期
を
通
じ
て
講
義
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
調
査
が

ま
た
れ
る
。

〇
「
堀
切
」。
堀
切
真
一
郎
（
前
掲
第
一
八
書
簡
参
照
）。

〇
二
〇
（
丸
山
）
一
九
四
三
年
七
月
九
日
（
消
印
）

御
無
沙
汰
し
た
。
そ
の
後
い
か
ゞ
。
僕
は
や
っ
と
講
義
が
終
っ
て
蘇
生
の
思
ひ

だ
が
、
少
々
疲
労
が
蓄
積
し
た
た
め
か
、
あ
ま
り
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
よ
く
な
い
。

研
究
室
も
出
た
り
出
な
か
っ
た
り
し
て
ゐ
る
。
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
所
が
溜
っ
て
気

掛
か
り
だ
。
六
四
番
地
も
し
か
り
、
岡
本
の
と
こ
ろ
も
然
り
。
石
井
は
つ
い
最
近

上
京
し
た
ら
し
い
が
ま
だ
会
は
な
い
。
田
中
が
帰
っ
て
来
た
し
、
石
井
は
行
く
し

す
る
か
ら
、
ま
た
ク
ラ
ス
会
を
や
る
と
い
ゝ
ん
だ
が
…
…
。
尾
佐
竹
〔
猛
〕
さ
ん

の
「
明
治
維
新
」
上
中
、
は
と
て
も
面
白
い
か
ら
、
ま
だ
だ
っ
た
ら
是
非
読
み
給

へ
。
で
は
い
づ
れ
近
々
。﹇

葉
書
表
﹈
世
田
ヶ
谷
区
東
玉
川
町
一
九
一

小
山
忠
恕
様

本
郷
区

東
大
法
学
部
研
究
室
内

丸
山
眞
男

〔
講
義
終
了
後
の
近
況
と
友
人
の
動
向
を
伝
え
、
尾
佐
竹
の
本
を
薦
め
る
〕

〇
「
六
四
番
地
」。
宮
前
町
六
四
番
地
。
小
山
の
実
家
。

〇
「
田
中
が
帰
っ
て
来
た
」。
一
高
文
乙
の
同
級
生
田
中
鎮
雄
（『
回
顧
談
』
上
巻
一
一
六
頁
に
言

及
が
あ
る
）
が
復
員
し
た
こ
と
を
さ
す
か
。

〇
「
石
井
は
行
く
」。
卒
業
し
た
石
井
は
帰
郷
し
て
結
婚
し
た
が
就
職
は
し
て
お
ら
ず
、
新
妻
の

伯
父
に
誘
わ
れ
て
満
州
鞍
山
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
丸
山
が
い
う
の
は
こ
の
満
州
行
き
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
（
そ
の
後
石
井
は
現
地
で
一
年
も
経
ず
に
関
東
軍
に
召
集
さ
れ
た
と
い
う
。「
山

陽
道
・
矢
掛
宿
石
井
家
訪
問
」『
手
帖
』
第

号
、
八
二
―
八
三
頁
で
の
石
井
絢
子
氏
談
）。

68

〇
「
尾
佐
竹
猛
『
明
治
維
新
』
上
中
」。
白
揚
社
出
版
で
上
巻
は
一
九
四
二
年
、
中
巻
は
四
三
年
に

公
刊
。
丸
山
文
庫
で
の
登
録
番
号
は
上
巻
が
0185695、
中
巻
が
0185696で
、
上
巻
に
は
書
込
み

が
多
い
。

〇
二
一
（
小
山
）
一
九
四
五
年
六
月
二
二
日

御
無
沙
汰
、
真
に
申
し
訳
な
し
。

此
の
前
会
っ
て
か
ら
、
既
に
二
ヶ
月
に
な
る
。
そ
の
間
に
、
東
京
も
随
分
変
っ

た
。
東
玉
川
も
、
宮
前
町
も
幸
ひ
に
無
事
だ
け
れ
ど
、
何
れ
も
近
火
あ
り
で
、
僕

も
屋
根
に
上
っ
て
一
発
消
し
と
め
る
と
い
ふ
活
劇
を
演
じ
た
り
し
た
。
周
囲
に
あ

ま
り
罹
災
者
が
多
い
の
で
、
ま
だ
一
度
も
焼
け
出
さ
れ
て
居
な
い
こ
と
が
、
あ
ま

り
運
が
好
す
ぎ
て
勿
体
な
い
や
う
な
気
が
し
て
、
そ
れ
だ
け
ハ
リ
切
っ
て
仕
事
せ

ね
ば
と
考
へ
て
居
る
。

体
の
方
は
近
来
え
ら
く
好
調
で
あ
る
。
洗
足
の
里
の
家
に
居
候
す
る
こ
と
に
し

て
、
疎
開
や
も
め
の
煩
労
か
ら
解
放
さ
れ
た
し
、
母
も
先
月
初
め
長
野
に
帰
っ
て

上
京

[マ
マ
]

に
は
僕
と
弟
だ
け
に
な
っ
た
し
、
赤
ん
坊
も
此
の
六
日
に
無
事
出
産
（
女
の

子
、
朋
子
と
命
名
し
た
）
し
た
し
、
そ
の
上
心
配
し
て
居
た
荷
物
も
疎
開
先
迄
事

も
な
く
着
い
た
や
う
だ
し
、
此
の
処
万
事
順
調
以
上
に
順
調
に
事
が
運
ん
で
、
気

掛
り
が
凡
て
一
掃
さ
れ
た
関
係
も
あ
る
。
兎
に
角
、
自
分
乍
ら
驚
く
程
の
元
気
で
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勤
め
て
居
る
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い
。

銀
行
の
方
も
機
構
改
革
が
実
現
さ
れ
て
新
設
の
企
画
室
に
転
属
に
な
っ
た
。
実

務
に
は
些
か
遠
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
相
当
政
治
的
に
動
け
る
し
、
い
ゝ
こ
と
に
は

あ
ま
り
雑
務
に
煩
さ
れ
な
い
で
済
む
の
で
、
有
り
難
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
居
る
。

但
し
近
来
、
本
屋
が
え
ら
く
焼
け
て
手
近
な
所
に
な
く
な
っ
た
の
で
、
一
向
に
本

を
読
む
刺
戟
が
な
い
。
手
持
ち
の
古
い
本
を
読
み
返
し
て
居
る
程
度
で
、
益
々
不

勉
強
の
傾
向
が
あ
る
。

銀
行
の
広
島
支
店（
猿
楽
町
八
七
、電
話
広
島
中
二
三
四
〇
―
二
）に
一
度
寄
っ

て
見
た
ら
如
何
。
小
生
よ
り
一
年
あ
と
に
大
学
を
出
た
広
津
正
男
と
い
ふ
男
が
居

て
、
支
店
で
は
彼
が
一
番
話
が
解
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
広
津
に
も
手
紙
を
出
し
て

置
く
か
ら
、
一
度
外
出
の
時
に
で
も
会
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
広
島
に
は
も
う
三

年
位
居
る
か
ら
、
あ
ち
ら
で
は
仲
々
の
権
威
だ
と
思
ひ
ま
す
。

ゆ
か
り
が
近
く
広
島
に
行
け
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
こ
と
。
ゆ
か
り
に
洗
足
に

遊
び
に
来
る
や
う
伝
へ
て
下
さ
い
。

小
山
忠
恕

丸
山
眞
男
兄

一
九
四
五
・
六
・
二
二
・

﹇
封
筒
表
﹈
広
島
市
暁
二
九
四
〇
部
隊
「
さ
」
丸
山
眞
男
様
〔
速
達
]

﹇
封
筒
裏
﹈
東
京
都
荏
原
区
平
塚
八
ノ
一
〇
八
七

明
石
和
衛
方

小
山
忠
恕

六
月
廿
二
日

〔
空
襲
に
よ
る
東
京
の
変
化
と
近
況
の
報
告
、
興
銀
広
島
支
店
社
員
の
紹
介
〕

〇
「
此
の
前
会
っ
て
か
ら
」。
こ
の
年
三
月
七
日
に
臨
時
徴
集
さ
れ
た
丸
山
は
広
島
の
陸
軍
船
舶

部
隊
で
暗
号
教
育
を
受
け
、
四
月
に
同
参
謀
部
情
報
班
に
配
属
さ
れ
た
。
し
か
し
同
月
下
旬
に

特
別
休
暇
で
帰
京
し
、
病
気
の
母
を
見
舞
う
と
と
も
に
法
学
部
の
先
輩
同
僚
や
杉
浦
明
平
、
木
部

達
二
な
ど
に
会
っ
て
い
る
。
当
然
小
山
に
も
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
一
時
帰
京
は
丸

山
晩
年
の
記
憶
に
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
丸
山
夫
妻
間
に
交
わ
さ
れ
た
当
時
の
往
復
書
簡
（
丸
山

彰
氏
蔵
）
等
の
考
証
に
よ
り
、
そ
の
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（『
回
顧
談
』
下
巻
の
本
文
一
〇
九

頁
一
〇
行
に
対
す
る
二
九
一
頁
の
補
注
を
参
照
）。

〇
「
東
京
も
随
分
変
っ
た
」。
五
月
二
五
日
の
大
空
襲
で
東
京
都
内
の
大
半
が
焼
失
し
た
こ
と
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
。

〇
「
東
玉
川
も
宮
前
町
も
」。
そ
れ
ぞ
れ
小
山
が
結
婚
後
に
転
居
し
た
家
と
小
山
の
母
が
住
む
家

を
さ
す
。

〇
「
一
発
消
し
と
め
る
」。
屋
根
に
落
ち
た
焼
夷
弾
を
消
し
と
め
た
こ
と
。

〇
「
洗
足
の
里
の
家
」。
小
山
の
妻
清
子
の
実
家
（
明
石
和
衛
宅
）
を
さ
す
。
そ
の
居
候
に
な
る

ま
で
は
、
妻
子
を
長
野
の
小
山
実
家
に
疎
開
さ
せ
て
自
分
は
自
炊
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

〇
「
新
設
の
企
画
室
」。
興
銀
で
は
、
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
の
拡
大
と
激
化
す
る
空
襲
対
策

と
の
た
め
、
一
九
四
五
年
五
月
一
日
に
大
改
革
を
実
施
し
た
。
企
画
室
は
「
銀
行
運
営
上
の
諸
重

要
問
題
に
つ
き
企
画
立
案
を
行
」
う
目
的
で
設
置
さ
れ
た
（『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
日
本

興
業
銀
行
臨
時
史
料
室
編
、
一
九
五
七
年
、
六
三
七
頁
）。

〇
「
近
く
広
島
に
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
」。
こ
の
計
画
は
実
現
し
、
七
月
に
広
島
を
訪
ね
た
ゆ

か
里
夫
人
は
丸
山
に
面
会
で
き
た
。
四
月
初
め
に
訪
ね
た
折
に
は
丸
山
は
病
気
で
面
会
で
き
ず
、

そ
の
話
を
聞
い
た
一
高
の
同
期
生
・
村
本
周
三
（
主
計
大
尉
と
し
て
同
じ
船
舶
部
隊
に
い
た
）
が

同
情
し
、
彼
の
周
旋
も
あ
っ
て
実
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
永
山
正
昭
は
ゆ
か
里
夫
人
の
広

島
行
に
際
し
て
二
等
切
符
の
購
入
に
奔
走
し
、
か
つ
広
島
ま
で
の
旅
行
を
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
い

る
（
前
掲
『
星
星
之
火
』
二
四
―
二
八
頁
）。
こ
の
支
援
も
こ
の
時
の
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

〇
「
広
津
正
男
」。
未
詳
。
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昭
和
９
年

東
大
一
高
独
法
会

後
列

左
か

ら
五

人
目

・
丸

山
、

一
人

お
い

て
堀

切
真

一
郎

、
一

人
お

い
て

石
井

深
一

郎
、

小
山

、
右

端
・

江
頭

彦
造

中
列

左
端

・
田

中
鎮

雄

前
列

左
か

ら
二

人
目

・
岡

本
勝

、
一

人
お

い
て

菅
虎

雄
、

右
か

ら
二

人
目

・
橘

喬
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収録書簡一覧

１（丸山） 1936年８月４日 入院中の小山に房総避暑地の様子を伝える
２（丸山） 1936年10月16日 留守にした詫びと南原ゼミの準備等の近況報告
３（丸山） 1937年５月８日 徴兵検査受検などの近況報告と小山への助言
４（小山） 1937年７月８日 帰省先からの近況報告と発哺行きの誘い
５（小山） 1937年７月30日 発哺への来遊を促し、『資本論』諸版の校異を依頼する
６（丸山） 1937年８月４日 発哺行きの予定を告げ、小山の質問に答える
７（丸山） 1938年１月６日 スキーでの無理が祟って高熱を発し、小山の発哺行きの誘

いを断る
８（丸山） 1938年５月６日 研究室の移動を知らせ、転居した小山の連絡先を尋ねる
９（丸山） 1938年５月25日 雑誌編集を一人で担うに至った事情や友人らの動向を報告
10（小山） 1938年６月10日 銀行員生活の近況とジンメル著の感想、同盟の為替相場報

道への疑念を伝える
11（丸山） 1938年６月28日 受検結果を知らせる小山書簡への返事と音楽学校演奏会の

感想
12（小山） 1938年11月21日 抜刷「スタンプ付手形制度に就いて」の送付
13（丸山） 1942年２月11日 発哺で山スキーに興じる様子と知人の動向を伝える
14（小山） 1942年５月４日 日本の財団抵当に対応するドイツの制度の調査を依頼
15（丸山） 1942年６月２日 石井深一郎の盲腸手術と入院先を知らせる
16（丸山） 1942年８月18日 蕁麻疹の発病と治癒を知らせ発哺行きを誘う
17（丸山） 1942年９月３日 夏の繁忙期が過ぎた発哺宿の様子を知らせ来遊を促す
18（丸山） 1942年11月30日 菅虎雄・大島寛一を見舞った報告と小山の転出祝い
19（丸山） 1943年５月26日 小山の体調を気遣い、亀田から食品を託された事情を伝え

る
20（丸山） 1943年７月９日 講義終了後の近況と友人の動向を伝え、尾佐竹の本を薦め

る
21（小山） 1945年６月22日 空襲による東京の変化と近況の報告、興銀広島支店社員の

紹介
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